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の
、
潜
在
成
長
力
は
伸
び
悩
み
、

賃
金
の
伸
び
は
物
価
上
昇
に
追
い

つ
か
ず
、
個
人
消
費
や
民
間
需
要

の
力
強
さ
を
欠
く
状
況
が
続
い
て

お
り
ま
す
。
加
え
て
、
米
国
関
税
措

置
に
関
す
る
日
米
協
議
は
合
意
に

至
っ
た
も
の
の
、
世
界
経
済
の
先

行
き
に
は
不
透
明
感
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
本
町
に
於
き

ま
し
て
は
、
地
方
創
生
推
進
交
付

金
事
業
「
地
方
創
生
２
・
０
」
を

昨
年
度
よ
り
実
施
し
、人
口
減
少
、

少
子
高
齢
化
対
策
、
農
業
・
商
工

業
・
観
光
等
各
分
野
の
振
興
や
地

域
公
共
交
通
体
制
の
構
築
、
子
育

ち
社
会
の
実
現
、
福
祉
・
医
療
体

制
の
充
実
、
デ
ジ
タ
ル
社
会
へ
の

対
応
、
防
災･

減
災
機
能
の
強
化
、

公
共
施
設
の
老
朽
化
対
策
等
に
取

り
組
ん
で
お
り
ま
す
が
、
本
年
度

も
引
き
続
き
本
事
業
を
推
進
し
て

参
り
ま
す
。

　

私
は
、「
小
さ
く
と
も
き
ら
り

と
輝
く
ま
ち
づ
く
り
」を
目
指
し
、

「
暮
ら
し
を
ま
も
る
」・「
未
来
へ

つ
な
げ
る
」・「
地
域
と
と
も
に
す

す
め
る
」・「
産
業･

人
を
さ
さ
え

る
」
た
め
、
私
の
お
約
束
し
た
16

の
政
策
を
、
町
民
お
一
人
お
一
人

の
大
切
な
声
を
聞
き
、
職
員
の
意

欲
と
更
な
る
や
る
気
の
喚
起
に
努

め
、
共
に
一
丸
と
な
っ
て
知
恵
と

力
を
結
集
し
、
そ
の
実
現
に
努
め

て
参
り
ま
す
。

　

本
年
の
予
算
編
成
に
あ
た
り
ま

し
て
は
、
依
然
と
し
て
厳
し
い
財

◎
は
じ
め
に

　

私
が
町
長
に
就
任
し
て
以
来
早

２
年
余
り
が
経
過
し
、
こ
の
間
、

将
来
に
向
け
た
ま
ち
づ
く
り
の
戦

略
・
ビ
ジ
ョ
ン
と
し
て
「
北
竜
町

未
来
に
つ
な
ぐ
ま
ち
づ
く
り
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
を
立
ち
上
げ
、
町
民

皆
様
の
暮
ら
し
を
守
り
、
ま
ち
の

魅
力
を
磨
き
広
げ
て
い
く
た
め
の

政
策
を
、
町
民
皆
様
や
職
員
と
共

に
一
丸
と
な
っ
て
、
日
々
そ
の
実

現
に
向
け
、
誠
心
誠
意
努
め
て
参

り
ま
し
た
。

　

こ
の
間
、
多
く
の
課
題
に
直
面

し
て
参
り
ま
し
た
が
、
町
民
各
位

･

町
議
会
並
び
に
各
団
体
の
ご
理

解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
着
実

に
町
政
を
推
進
で
き
ま
し
た
こ
と

に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
る
次
第

で
あ
り
ま
す
。

　

日
本
経
済
は
、
足
元
の
景
気
は

緩
や
か
な
回
復
局
面
に
あ
る
も
の

政
環
境
の
中
、
職
員
の
創
意
工
夫

に
よ
り
政
策
推
進
の
原
資
を
生
み

出
し
、
限
ら
れ
た
経
営
資
源
の
効

率
的
・
効
果
的
に
活
用
し
、「
未

来
に
つ
な
ぐ
ま
ち
づ
く
り
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
」
に
て
掲
げ
る
施
策
の
着

実
な
推
進
と
財
政
の
健
全
化
に
よ

る
持
続
可
能
な
行
財
政
基
盤
の
両

立
を
予
算
編
成
の
基
本
方
針
と
し

て
予
算
編
成
を
行
っ
た
と
こ
ろ
で

あ
り
ま
す
。

　

地
域
の
に
ぎ
わ
い
を
創
り
、
北

竜
町
の
可
能
性
を
引
き
出
し
次
世

代
へ
つ
な
ぐ
た
め
、
行
政
の
ス
リ

ム
化
、
効
率
化
を
更
に
徹
底
し
な

が
ら
財
源
の
確
保
に
努
め
、
加
え

て
、本
町
が
保
有
す
る「
ヒ
ト（
人
・

組
織
）」、「
モ
ノ
（
公
共
施
設
）」、

「
カ
ネ（
予
算
）」、「
情
報
」及
び「
地

域
資
源
（
町
民
や
地
域
の
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
・
自
然
環
境
等
）」
の
５

つ
の
経
営
資
源
を
活
用
し
、
最
大

限
の
成
果
を
上
げ
る「
行
政
経
営
」

の
推
進
に
努
め
て
参
り
ま
す
。

令和８年度行政執行方針
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ま
た
、
庁
内
に
お
け
る
防
災
体

制
の
再
編
・
強
化
や
関
係
機
関
と

の
連
携
強
化
を
図
る
た
め
、「
地

域
防
災
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
制
度
」
を

活
用
し
、
外
部
人
材
の
確
保
・
職

員
の
育
成
を
推
進
す
る
と
と
も

に
、
北
海
道
地
域
づ
く
り
総
合
交

付
金
を
活
用
し
た
防
災
備
蓄
品
等

の
購
入
も
計
画
的
に
取
り
組
み
ま

す
。
ま
た
、
町
民
対
象
の
避
難
訓

練
や
小
・
中
学
校
の
防
災
教
室
で

の
体
験
会
な
ど
を
開
催
す
る
な

ど
、
日
頃
か
ら
の
防
災
意
識
の
向

上
や
災
害
に
備
え
る
意
識
の
熟
成

に
努
め
て
参
り
ま
す
。

　

消
防
体
制
に
つ
い
て
は
、
１
市

４
町
に
よ
る
深
川
地
区
消
防
組
合

の
連
携
強
化
と
効
率
的
な
運
営
に

努
め
て
参
り
ま
す
。

　

本
年
度
は
、
北
竜
消
防
団
資
機

材
庫
の
新
築
工
事
、
令
和
10
年
度

か
ら
本
町
単
独
で
の
救
急
業
務
の

実
施
に
向
け
、
高
規
格
救
急
自
動

車
の
購
入
、
職
員
の
育
成
に
取
り

組
み
、
町
民
の
命
を
守
る
重
要
施

策
と
し
て
、
救
急
体
制
の
整
備
に

向
け
た
計
画
を
推
進
し
て
参
り
ま

す
。
ま
た
、
若
手
団
員
の
大
型
免

許
取
得
助
成
事
業
に
つ
い
て
も
継

続
し
て
行
い
、
地
域
の
安
心
と
安

全
を
守
る
消
防
団
の
活
性
化
を
図

「
職
場
環
境
」
を
有
機
的
に
連
携

さ
せ
、
改
革
力
の
あ
る
職
員
の
育

成
に
努
め
て
参
り
ま
す
。

　

ま
た
、
今
年
か
ら
北
海
道
庁
へ

職
員
を
派
遣
し
、
職
員
の
資
質
・

能
力
の
向
上
に
努
め
ま
す
。

◎
新
た
な
人
事
評
価
制
度

の
構
築
と
能
力
及
び
実
績

に
基
づ
く
人
事
管
理
の
推

進
に
つ
い
て

　

令
和
９
年
度
か
ら
の
本
格
的
な

運
用
を
見
据
え
、
シ
ス
テ
ム
化
に

よ
る
効
率
的
な
運
用
体
制
を
構
築

す
る
と
と
も
に
、
職
員
の
採
用
年

次
や
合
格
し
た
採
用
試
験
の
種
類

に
と
ら
わ
れ
ず
、
能
力
・
実
績
に

基
づ
く
人
事
管
理
を
行
う
た
め
、

人
事
評
価
の
結
果
を
任
免
や
給
与

へ
活
用
す
る
た
め
の
仕
組
み
を
構

築
し
、
適
正
か
つ
公
正
な
評
価
基

準
の
整
備
を
推
進
し
ま
す
。

◎
防
災
・
消
防
対
策
に
つ

い
て

　

地
域
の
防
災
力
を
向
上
し
て
い

く
上
で
、
自
助
・
共
助
・
公
助
の
取

組
が
大
切
で
あ
り
、
地
域
住
民
が

核
と
な
っ
た
自
主
防
災
組
織
の
設

置
に
向
け
、
引
き
続
き
防
災
教
育
・

情
報
提
供
を
推
進
し
て
参
り
ま
す
。

用
管
理
」「
定
着
管
理
」「
就
労
条

件
」「
理
念
・
価
値
観
」
の
４
つ

の
分
野
に
お
け
る
原
因
分
析
や
課

題
の
整
理
、
職
場
環
境
の
改
善
を

進
め
る
と
と
も
に
、
職
場
の
魅
力

発
信
や
求
人
媒
体
の
活
用
な
ど
、

必
要
と
す
る
人
材
確
保
に
向
け
た

取
組
を
強
化
す
る
と
と
も
に
、
外

部
人
材
の
派
遣
や
地
域
お
こ
し
協

力
隊
の
活
用
な
ど
国
の
制
度
を
最

大
限
活
用
し
て
参
り
ま
す
。

◎
人
材
育
成
の
推
進
に
つ

い
て

　

現
在
の
複
雑
化
・
多
様
化
す
る

行
政
課
題
に
柔
軟
か
つ
的
確
に
対

応
し
て
い
く
た
め
に
は
、
職
員
の

資
質
・
能
力
の
向
上
が
不
可
欠
で

あ
る
こ
と
か
ら
、「
人
材
育
成
基

本
方
針
」
の
策
定
や
人
材
育
成
を

効
率
的
・
効
果
的
に
進
め
る
た
め

の｢

キ
ャ
リ
ア
パ
ス｣

を
策
定
し
、

対
応
し
た
職
員
研
修
メ
ニ
ュ
ー
や

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
体
系
を
構
築

し
、
人
材
育
成
の
推
進
に
努
め
て

参
り
ま
す
。

　

職
員
本
人
の
適
性
を
踏
ま
え
つ

つ
、
長
期
的
な
視
野
に
立
っ
た
人

事
配
置
・
職
務
付
与
や
研
修
を
実

施
す
る
体
制
を
構
築
し
、
引
き
続

き「
職
員
研
修
」「
人
事
評
価
制
度
」

９
９
３
，
５
５
０
千
円
、
移
住
定

住
促
進
住
宅
整
備
事
業
１
０
６
，

２
２
３
千
円
、
観
光
交
流
セ
ン
タ

ー
整
備
事
業
１
１
４
，
２
９
７
千

円
、
学
校
施
設
等
再
編
・
整
備
推

進
事
業
１
３
３
，
９
５
６
千
円
を

予
算
計
上
し
て
お
り
ま
す
。

　

そ
の
結
果
、
一
般
会
計
外
７
会

計
の
総
額
で
は
、
７
，
９
９
４
，

４
８
８
千
円
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

◎
機
構
改
革
の
実
施
に
つ

い
て

　

町
民
サ
ー
ビ
ス
・
利
便
性
の
向

上
を
図
る
た
め
、本
年
１
月
よ
り
、

す
こ
や
か
セ
ン
タ
ー
に
窓
口
業
務

を
一
元
化
い
た
し
ま
し
た
。
こ
の

こ
と
に
伴
い
、
一
部
機
構
改
革
を

令
和
８
年
４
月
１
日
よ
り
実
施
い

た
し
ま
す
。

◎
人
材
確
保
対
策
の
強
化

に
つ
い
て

　

近
年
、
本
町
に
お
い
て
、
さ
ま

ざ
ま
な
分
野
で
人
材
不
足
が
顕
在

化
し
て
い
る
状
況
を
踏
ま
え
、「
採

◎
令
和
８
年
度
の
各
会
計

予
算
に
つ
い
て

　

令
和
８
年
度
の
各
会
計
予
算
に

つ
き
ま
し
て
は
、「
北
竜
町
ま
ち
・

人
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
の
着

実
な
推
進
と
持
続
可
能
な
行
財
政

基
盤
の
構
築
、
成
果
重
視
の
「
行

政
経
営
」
の
推
進
」
を
掲
げ
、
総

合
戦
略
で
掲
げ
る
「
４
つ
の
基
本

目
標
」
と
「
横
断
的
目
標
」
の
実

現
に
向
け
て
、
施
策
・
事
業
の
重

点
化
を
進
め
る
と
と
も
に
、
限
ら

れ
た
財
源
の
重
点
的
・
効
率
的
配

分
に
努
め
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

歳
入
に
つ
き
ま
し
て
は
、
町
税

１
９
８
，
１
１
７
千
円
（
対
前
年

度
比
２
２
・
８
％
増
）、
地
方
交
付

税
２
，４
２
７
，０
０
０
千
円
（
対

前
年
度
比
２
・
８
％
増
）、
国
庫
支

出
金
１
，
２
８
７
，
４
５
０
千
円

（
対
前
年
度
比
７
・
９
％
減
）、
繰

入
金
６
５
５
，
６
５
６
千
円
（
対

前
年
度
比
７
・
２
％
減
）、
町
債

５
８
６
，
７
０
０
千
円
（
対
前
年

度
比
２
・
４
％
減
）
を
予
算
計
上

し
て
お
り
ま
す
。

　

一
方
、歳
出
に
つ
き
ま
し
て
は
、

減
債
基
金
管
理
運
用
事
業
８
０
，

５
０
１
千
円
、
ふ
る
さ
と
納
税

推
進
事
業
５
０
１
，
３
５
６
千

円
、
地
域
未
来
交
付
金
事
業
１
，

令和８年度行政執行方針
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ら
行
き
先
ま
で
自
由
に
運
行
可
能

な
「
デ
マ
ン
ド
型
」、
町
外
便
は

深
川
市
や
滝
川
市
へ
、「
定
時
定

路
線
型
」
と
「
デ
マ
ン
ド
型
」
の

直
行
便
運
行
を
行
い
ま
す
。

　

実
証
運
行
で
の
結
果
を
検
証

し
、
本
年
10
月
か
ら
は
、
さ
ら
に

町
民
皆
様
の
よ
り
利
用
し
や
す
い

運
行
体
制
を
構
築
す
る
と
と
も

に
、
将
来
を
見
据
え
た
地
域
公
共

交
通
体
制
の
確
立
に
努
め
ま
す
。

　

運
行
体
制
に
つ
き
ま
し
て
は
、

地
域
公
共
交
通
の
利
便
性
向
上
や

効
率
的
な
運
行
、
将
来
に
向
け
た

持
続
可
能
性
を
確
保
す
る
た
め
、

北
竜
振
興
公
社
に
地
域
公
共
交
通

事
業
所
を
創
設
し
、
ス
ク
ー
ル
バ

ス
を
は
じ
め
と
し
て
地
域
公
共
交

通
な
ど
を
一
元
化
し
て
運
行
い
た

し
ま
す
。

町
と
各
法
人
が
連
携
を
強
化
し
、

協
働
し
て
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

　

新
し
い
交
付
金
事
業
に
お
け
る

ハ
ー
ド
部
分
に
関
し
て
は
、
拠
点

整
備
事
業
と
し
て
、
令
和
９
年
度

か
ら
10
年
度
か
け
て
建
設
を
予
定

す
る
ひ
ま
わ
り
の
里
「
わ
く
わ
く

未
来
創
造
館
（
仮
称
）」
の
実
施

設
計
を
実
施
し
て
参
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
ソ
フ
ト
事
業
と
ハ
ー

ド
事
業
を
連
携
し
、
一
体
的
に
実

施
す
る
こ
と
で
、
事
業
目
標
達
成

の
た
め
の
指
標
（
Ｋ
Ｐ
Ｉ
）
の
達

成
と
事
業
成
果
の
最
大
化
に
努
め

て
参
り
ま
す
。

　

新
し
い
ま
ち
づ
く
り
に
よ
り
、

移
住
・
定
住
人
口
を
増
や
し
、
ま

ち
の
人
口
を
維
持
す
る
た
め
、
町

民
・
議
員
の
皆
様
や
職
員
と
と
も

に
一
丸
と
な
っ
て
、
新
し
い
北
竜

町
の
未
来
を
共
創
・
実
現
す
る
仕

組
み
づ
く
り
と
各
種
施
策
を
推
進

し
て
参
り
ま
す
。

◎
地
域
公
共
交
通
の
整
備

に
つ
い
て

　

昨
年
10
月
か
ら
実
施
し
て
お
り

ま
す
実
証
運
行
を
継
続
し
、
本
年

９
月
ま
で
の
間
、
予
約
シ
ス
テ
ム

な
ど
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
完
全
予

約
制
で
、
町
内
便
は
、
自
宅
前
か

　

本
町
に
お
い
て
は
、
昨
年
４
月

か
ら
、
ま
ち
を
挙
げ
て
町
民
の
皆

さ
ん
と
と
も
に
、
こ
れ
か
ら
の
北

竜
町
の
未
来
を
つ
く
っ
て
い
く
た

め
、
地
方
創
生
に
取
り
組
ん
で
い

る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

事
業
概
要
に
つ
い
て
は
、
最
重

要
業
績
評
価
指
標
に
「
関
係
人
口

１
，
６
０
０
人
」
を
掲
げ
、「
１
．

コ
ン
パ
ク
ト
タ
ウ
ン
の
推
進
」、

「
２
．
新
た
な
公
共
交
通
を
主
体

と
し
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
確
立
」、

「
３
．
ま
ち
づ
く
り
人
財
・
組
織

の
育
成
（「
ひ
ま
わ
り
ホ
ー
ル
デ

ィ
ン
グ
ス
」
の
構
築
）」、「
４
．

主
体
的
で
共
創
的
な
地
域
や
町
外

と
つ
な
が
っ
て
学
ぶ
教
育
・
子
育

て
の
推
進
」、「
５
．
ブ
ラ
ン
ド
確

立
と
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の
推
進
」、

「
６
．
交
流
人
口
及
び
関
係
人
口

の
創
出
・
拡
大
・
深
化
」、「
７
．

デ
ジ
タ
ル
地
域
社
会
の
形
成
」
の

７
つ
の
柱
を
中
心
に
、
町
民
と
多

様
な
外
部
人
材
が
協
働
し
、
新
し

い
北
竜
町
の
未
来
を
共
創
・
実
現

す
る
仕
組
み
づ
く
り
を
総
合
的
に

推
進
し
て
い
く
も
の
で
す
。

　

ま
た
、
本
事
業
の
実
施
に
あ
た

り
、
昨
年
度
に
引
き
続
き
、
北
竜

振
興
公
社
と
社
会
福
祉
協
議
会
を

地
域
再
生
推
進
法
人
に
指
定
し
、

年
寄
り
ま
で
す
べ
て
の
町
民
が
安

心
安
全
で
暮
ら
せ
る
良
質
な
住
宅

ス
ト
ッ
ク
の
確
保
の
た
め
公
営
住

宅
等
長
寿
命
化
計
画
に
基
づ
き
推

進
し
て
参
り
ま
し
た
。

　

昨
年
度
よ
り
実
施
し
て
お
り
ま

す
地
方
創
生
推
進
交
付
金
を
活
用

し
た
既
存
住
宅
の
内
部
改
修
を
引

き
続
き
実
施
し
、
良
好
な
住
環
境

の
整
備
を
推
進
い
た
し
ま
す
。

　

ま
た
、
住
宅
の
維
持
管
理
は
、

予
防
保
全
的
な
観
点
か
ら
、
適
時

適
切
な
修
繕
を
効
果
的
・
効
率
的

に
実
施
す
る
と
と
も
に
、
適
切
な

維
持
管
理
等
に
よ
り
、
入
居
者
の

快
適
な
住
環
境
の
確
保
に
努
め
て

参
り
ま
す
。

◎
地
方
創
生
の
推
進
に
つ

い
て

　

令
和
８
年
度
国
の
予
算
に
お
い

て
、
デ
ジ
タ
ル
実
装
や
地
場
産
業

の
付
加
価
値
向
上
を
通
じ
て
「
強

い
経
済
」
を
構
築
し
、
東
京
一
極

集
中
の
是
正
や
小
規
模
自
治
体
の

地
域
特
性
を
活
か
し
た
独
自
の
取

組
み
を
国
が
後
押
し
す
る
た
め
、

「
新
し
い
地
方
経
済
・
生
活
環
境

創
生
交
付
金
（
第
２
世
代
交
付

金
）」
の
後
継
と
な
る
「
地
域
未

来
交
付
金
」が
創
設
さ
れ
ま
し
た
。

り
、
団
員
の
育
成
・
確
保
に
取
り

組
ん
で
参
り
ま
す
。

◎
全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ

ム
の
新
型
受
信
機
の
整
備

に
つ
い
て

　

近
年
、
全
国
的
に
大
規
模
な
自

然
災
害
が
頻
発
し
て
お
り
、
住
民

の
迅
速
か
つ
確
実
な
避
難
が
可

能
と
な
る
よ
う
、
全
国
瞬
時
警
報

シ
ス
テ
ム
（
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
）
に
よ

る
災
害
情
報
の
伝
達
を
確
実
に

推
進
す
る
た
め
、
地
域
単
位
で
の

避
難
情
報
の
発
信
や
防
災
気
象

情
報
体
系
の
見
直
し
に
対
応
し

た
新
型
受
信
機
等
の
整
備
を
進

め
て
参
り
ま
す
。

◎
公
営
住
宅
に
つ
い
て

　

公
営
住
宅
は
、
子
ど
も
か
ら
お
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商
業
活
性
化
施
設
コ
コ
ワ
の
管
理

運
営
、
地
域
公
共
交
通
運
行
の
受

託
を
行
い
、
町
の
農
業
・
商
業
の

振
興
、
観
光
振
興
、
町
民
の
健
康

増
進
、
更
に
は
雇
用
の
場
と
し
て

町
の
地
域
振
興
に
大
き
な
役
割
を

果
た
し
て
い
ま
す
。

　

依
然
と
し
て
厳
し
い
経
営
状

況
に
は
あ
り
ま
す
が
、
昨
年
度
よ

り
引
き
続
き
、
経
営
改
善
に
向
け

て
専
門
家
か
ら
の
支
援
を
頂
き
、

北
竜
温
泉
の
魅
力
化
や
戦
略
的

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
情
報
発

信
の
強
化
に
よ
る
誘
客
促
進
、
更

な
る
営
業
活
動
の
強
化
、
サ
ー
ビ

ス
の
質
的
改
善
、
商
品
開
発
、
経

費
節
減
策
を
進
め
、
利
潤
・
利
益

追
求
の
職
員
教
育
に
取
り
組
ん

で
参
り
ま
す
。

　

地
域
未
来
交
付
金
事
業
の
実
施

に
あ
た
り
、
町
か
ら
地
域
再
生
推

進
法
人
の
指
定
を
受
け
、
町
と
公

社
職
員
が
連
携
し
、
地
域
未
来
交

付
金
事
業
の
推
進
に
努
め
て
参
り

ま
す
。

◎
ひ
ま
わ
り
油
推
進
事
業

に
つ
い
て

　

ひ
ま
わ
り
油
推
進
事
業
は
、
生

産
者
を
は
じ
め
搾
油
業
務
先
と
な

る
ひ
ま
わ
り
工
房
や
酪
農
学
園
大

◎
北
竜
町
の
魅
力
発
信
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ
い
て

　

職
員
に
よ
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
会

議
に
よ
っ
て
、
改
め
て
認
識
を
し

た
町
の
ブ
ラ
ン
ド
「
ひ
ま
わ
り
」

を
中
心
と
し
て
、
町
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
に
よ
る
情
報
発

信
、ロ
ゴ
や
名
刺
等
に
よ
る
Ｐ
Ｒ
、

お
米
や
ひ
ま
わ
り
油
等
を
使
用
し

た
お
土
産
品
開
発
な
ど
、
町
の
内

と
外
の
力
を
活
用
し
て
い
く
こ
と

で
、
交
流
人
口
や
関
係
人
口
を
増

や
し
、
北
竜
町
の
魅
力
を
発
信
し

て
い
く
こ
と
に
努
め
ま
す
。

◎
株
式
会
社
北
竜
振
興
公

社
に
つ
い
て

　

サ
ン
フ
ラ
ワ
ー
パ
ー
ク
北
竜
温

泉
の
指
定
管
理
業
務
、
農
畜
産
物

直
売
所
み
の
り
っ
ち
北
竜
並
び
に

活
用
し
、
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
に
よ

り
特
産
品
や
イ
ベ
ン
ト
・
移
住
定

住
の
情
報
発
信
を
行
い
、
関
係
人

口
の
増
加
に
取
り
組
む
と
共
に
、

ふ
る
さ
と
納
税
の
リ
ピ
ー
タ
ー
確

保
に
努
め
て
参
り
ま
す
。

　

北
竜
町
の
魅
力
を
広
く
発
信

し
、
北
竜
町
が
目
指
す
ま
ち
づ
く

り
ビ
ジ
ョ
ン
や
施
策
を
企
業
に
Ｐ

Ｒ
す
る
こ
と
で
、
企
業
版
ふ
る
さ

と
納
税
の
確
保
と
新
た
な
産
業
及

び
企
業
の
創
出
を
一
体
的
に
推
進

す
る
こ
と
に
努
め
て
参
り
ま
す
。

◎
地
域
お
こ
し
協
力
隊
、
集

落
支
援
員
の
充
実
及
び
地

域
活
性
化
起
業
人
等
の
外

部
人
材
の
活
用
に
つ
い
て

　

町
内
に
お
け
る
人
材
不
足
に
対

応
す
る
た
め
、
各
分
野
に
お
き
ま

し
て
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
、

集
落
支
援
員
の
更
な
る
募
集
を
行

い
、
様
々
な
ア
イ
デ
ィ
ア
を
頂
き

地
域
活
性
化
に
努
め
て
参
り
ま
す
。

　

新
た
に
、
地
域
活
性
化
起
業
人

制
度
・
地
域
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
マ
ネ

ー
ジ
ャ
ー
制
度
に
よ
り
、
民
間
企

業
の
専
門
知
識
・
業
務
経
験
・
人

脈
・
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
か
し
、
即
戦

力
人
材
と
し
て
の
活
用
も
検
討
し

て
参
り
ま
す
。

て
参
り
ま
す
。

　

今
年
度
新
た
に
民
間
賃
貸
住

宅
建
設
を
予
定
し
て
お
り
、
優
良

な
賃
貸
住
宅
の
提
供
に
よ
り
、
人

口
の
増
加
と
住
環
境
の
向
上
に

努
め
て
参
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
各
種
定
住
促
進
施
策

も
引
き
続
き
実
施
し
、
本
町
の
魅

力
向
上
に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

　

ま
た
、
空
き
家
、
空
き
地
情
報

の
収
集
に
も
努
め
、
移
住
定
住
者

向
け
に
有
効
活
用
を
図
っ
て
参
り

ま
す
。

◎
ふ
る
さ
と
納
税
の
推
進

に
つ
い
て

　

全
国
か
ら
寄
せ
ら
れ
て
お
り
ま

す
ふ
る
さ
と
納
税
は
、本
年
度
も
、

観
光
産
業
、
教
育
子
育
て
、
医
療

福
祉
の
各
分
野
に
使
用
さ
せ
て
い

た
だ
く
予
定
と
し
て
お
り
ま
す
。

　

本
年
も
「
ひ
ま
わ
り
ラ
イ
ス
」

を
は
じ
め
と
し
て
、「
ひ
ま
わ
り

油
」、「
黒
千
石
大
豆
」
等
、
町
特

産
品
を
取
り
そ
ろ
え
、
さ
ら
に
、

共
創
協
定
を
締
結
し
、
町
内
に
お

け
る
雇
用
創
出
と
人
材
定
着
の
体

制
の
基
礎
構
築
を
図
り
、
よ
り
多

く
の
ご
寄
附
が
寄
せ
ら
れ
る
よ
う

に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

　

ま
た
、
多
く
の
寄
付
者
情
報
を

◎
自
治
体
Ｄ
Ｘ
・
行
政
デ
ジ

タ
ル
化
の
推
進
に
つ
い
て

　

国
の
デ
ジ
タ
ル
社
会
形
成
基
本

法
や
令
和
６
年
度
に
策
定
し
た
自

治
体
Ｄ
Ｘ
推
進
計
画
に
基
づ
き
、

職
員
の
創
意
工
夫
に
よ
る
一
層
の

業
務
効
率
化
を
は
じ
め
と
し
て
、

働
き
方
改
革
の
推
進
や
住
民
サ
ー

ビ
ス
の
向
上
、
効
率
的
・
効
果
的

な
行
財
政
運
営
を
目
指
す
た
め

「
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
を
活
用
し
た
情
報
発

信
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
構
築
」、

「
Ａ
Ｉ
・
予
約
シ
ス
テ
ム
な
ど
Ｉ

Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
オ
ン
デ
マ
ン
ド

交
通
」、「
庁
内
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
や

機
器
等
環
境
の
強
化
」
な
ど
あ
ら

ゆ
る
分
野
に
お
け
る
行
政
手
続
き

の
デ
ジ
タ
ル
化
等
の
活
用
を
推
進

し
て
参
り
ま
す
。

◎
移
住
定
住
対
策
に
つ
い
て

　

地
域
未
来
交
付
金
を
活
用
し

た
新
た
な
移
住
定
住
促
進
住
宅

の
整
備
や
住
宅
の
リ
ノ
ベ
ー
シ

ョ
ン
な
ど
受
入
環
境
の
整
備
・
魅

力
化
を
図
る
と
と
も
に
、
既
存
の

定
住
促
進
住
宅
の
活
用
促
進
、
Ｐ

Ｒ
・
情
報
発
信
の
強
化
を
通
じ

て
、
多
様
な
外
部
人
材
や
新
規
就

農
者
、
農
業
体
験
者
、
お
試
し
移

住
の
受
入
れ
を
積
極
的
に
行
っ
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か
ら
社
会
福
祉
協
議
会
に
委
託
し

て
お
り
ま
す
。
さ
ま
ざ
ま
な
世
代

や
属
性
の
人
た
ち
が
交
流
で
き
る

居
場
所
づ
く
り
と
し
て
、「
お
む

す
び
」
を
継
続
し
て
実
施
い
た
し

ま
す
。

◎
子
育
ち
の
ま
ち
宣
言
に

つ
い
て

　

子
ど
も
達
が
自
分
ら
し
く
育
っ

て
い
こ
う
と
す
る
姿
を
町
全
体
で

支
え
、
子
ど
も
自
身
が
主
役
と
な

っ
て
成
長
し
て
い
く
「
子
育
ち
」

の
実
現
に
取
組
む
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
る「
北
竜
町
子
育
ち
の
ま
ち
」

宣
言
を
い
た
し
ま
す
。

　

ま
た
、
子
育
ち
保
育
推
進
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
稼
働
に
よ
る
子
ど
も

本
来
が
持
つ
力
を
発
揮
で
き
る
保

育
に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

し
て
も
、
更
な
る
ご
利
用
を
頂
け

る
よ
う
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

◎
障
が
い
者
支
援
対
策
に

つ
い
て

　
「
障
が
い
者
総
合
支
援
法
」
に
基

づ
き
、
身
体
・
精
神
・
知
的
そ
れ

ぞ
れ
の
障
が
い
者
手
帳
を
保
有
さ

れ
て
い
る
方
が
、
よ
り
よ
い
生
活

を
送
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
引

き
続
き
医
療
機
関
等
関
係
機
関
と

連
携
し
、
必
要
に
応
じ
た
自
立
支

援
給
付
及
び
自
立
支
援
医
療
の
サ

ー
ビ
ス
提
供
に
努
め
て
参
り
ま
す
。

　

ま
た
、
北
空
知
成
年
後
見
相
談

セ
ン
タ
ー
の
運
営
に
つ
い
て
、
引

き
続
き
北
空
知
1
市
4
町
で
取
り

組
む
と
と
も
に
、
町
民
に
対
す
る

成
年
後
見
制
度
の
普
及
啓
発
に
つ

い
て
推
進
し
て
参
り
ま
す
。

◎
重
層
的
支
援
体
制
整
備

事
業
」
に
つ
い
て

　

「
重
層
的
支
援
体
制
整
備
事
業
」

は
、
既
存
の
介
護
、
障
が
い
、
子

ど
も
、
生
活
困
窮
の
相
談
支
援
等

の
取
組
を
活
か
し
つ
つ
、
町
民
の

複
雑
化
・
多
様
化
し
た
支
援
ニ
ー

ズ
に
対
応
す
る
た
め
、
関
係
者
が

横
断
的
、
か
つ
一
体
的
な
支
援
を

実
施
す
る
も
の
で
、
令
和
７
年
度

免
許
証
自
主
返
納
サ
ポ
ー
ト
事

業
」
の
利
用
促
進
に
向
け
、
送
迎

体
制
の
充
実
や
普
及
啓
発
に
努
め

て
参
り
ま
す
。

◎
廃
棄
物
処
理
等
環
境
衛

生
対
策
に
つ
い
て

　

今
年
度
も
引
き
続
き
不
正
な
ご

み
出
し
、
不
法
投
棄
等
、
法
令
遵

守
の
啓
発
を
行
い
、
生
活
環
境
の

向
上
並
び
に
循
環
型
社
会
の
構
築

を
図
る
た
め
に
も
ご
み
の
分
別
及

び
減
量
化
の
周
知
・
啓
発
に
努
め

て
参
り
ま
す
。

◎
高
齢
者
支
援
対
策
に
つ

い
て

　

高
齢
化
の
進
行
に
よ
り
、
一
人

暮
ら
し
の
高
齢
者
の
方
が
ま
す
ま

す
増
加
し
て
い
ま
す
が
、
い
つ
ま

で
も
健
康
で
安
心
し
て
生
活
で
き

る
よ
う
、
社
会
福
祉
協
議
会
に
委

託
し
て
い
ま
す
在
宅
福
祉
事
業
を

継
続
し
て
実
施
し
て
参
り
ま
す
。

　

ま
た
、
福
祉
除
雪
サ
ー
ビ
ス
等

制
度
の
周
知
を
行
い
、
広
く
利
用

い
た
だ
け
る
よ
う
取
り
組
ん
で
参

り
ま
す
。
更
に
、
地
域
の
皆
様
の

協
力
を
頂
い
て
運
営
し
て
お
り
ま

す
和
地
区
、
碧
水
地
区
の
「
地
域

支
え
合
い
セ
ン
タ
ー
」
に
つ
き
ま

◎
戸
籍
・
年
金
・
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
事
務
に
つ
い
て

　

戸
籍
・
年
金
事
務
は
、
個
人
情

報
に
係
わ
る
重
要
な
事
務
で
あ
り

ま
す
の
で
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
保

護
に
留
意
し
、
法
務
局
や
年
金
機

構
、
内
閣
府
と
も
連
携
し
、
国
の

動
静
を
注
視
し
な
が
ら
相
談
業
務

に
努
め
て
参
り
ま
す
。
令
和
7
年

度
よ
り
導
入
し
た
、
窓
口
で
の
支

払
い
に
お
け
る
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス

化
、「
書
か
な
い
窓
口
」
に
よ
り

更
な
る
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に

努
め
て
参
り
ま
す
。

◎
防
犯
・
交
通
安
全
対
策

に
つ
い
て

　

依
然
と
し
て
、
毎
日
の
よ
う
に

特
殊
詐
欺
被
害
が
報
道
さ
れ
て
い

る
中
、「
詐
欺
被
害
防
止
機
器
購

助
成
事
業
」
を
継
続
し
て
実
施
す

る
と
と
も
に
、
街
路
灯
等
や
町
内

に
設
置
さ
れ
て
い
る
防
犯
カ
メ
ラ

の
適
正
な
管
理
を
通
し
て
、
よ
り

安
全
・
安
心
な
生
活
を
推
進
し
て

参
り
ま
す
。

　

交
通
安
全
対
策
に
つ
い
て
は
、

悲
惨
な
事
故
防
止
に
向
け
、関
係
機

関
、組
織
及
び
町
民
総
ぐ
る
み
に
よ

る
交
通
安
全
運
動
を
推
進
し
ま
す
。

　

ま
た
、「
北
竜
町
高
齢
者
運
転

学
、
更
に
は
日
清
オ
イ
リ
オ
グ

ル
ー
プ
等
と
の
連
携
協
力
に
よ

り
、「
北
の
ハ
イ
グ
レ
ー
ド
食
品

２
０
２
３
」の
称
号
を
得
る
な
ど
、

一
定
の
成
果
を
納
め
た
と
こ
ろ
で

あ
り
、
本
年
11
年
目
を
迎
え
る
に

あ
た
り
、
老
朽
化
が
進
む
収
穫
機

械
類
の
更
新
や
搾
油
業
務
に
必
要

な
新
た
な
生
産
体
制
の
構
築
に
関

す
る
検
討
を
進
め
て
参
り
ま
す
。

　

ま
た
、
酪
農
学
園
大
学
と
の
包

括
連
携
協
定
に
よ
り
、
ひ
ま
わ
り

油
に
関
す
る
取
り
組
み
の
外
、
北

竜
町
全
体
に
お
け
る
農
業
課
題
の

調
査
研
究
や
新
商
品
の
開
発
等
を

進
め
る
と
共
に
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン

グ
活
動
と
な
る
物
販
イ
ベ
ン
ト
等

に
も
積
極
的
に
参
加
す
る
な
ど
町

の
魅
力
や
価
値
を
広
く
発
信
し
て

参
り
ま
す
。
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◎
介
護
人
材
の
確
保
に
つ

い
て

　

介
護
人
材
の
確
保
に
つ
い
て
は
、

町
内
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
等

へ
の
就
労
意
欲
が
あ
る
町
民
等
に

対
し
、
介
護
資
格
新
規
取
得
等
に

必
要
な
経
費
の
一
部
を
助
成
し
ま

す
。
ま
た
昨
年
度
締
結
し
た
、
栗

山
町
立
北
海
道
介
護
福
祉
学
校
と

の
「
介
護
人
材
の
確
保
に
関
す
る

包
括
連
携
協
定
」
に
よ
り
、
介
護

人
材
の
確
保
に
努
め
て
参
り
ま
す
。

◎
認
知
症
対
策
に
つ
い
て

　

認
知
症
が
あ
る
方
や
そ
の
家

族
、
地
域
住
民
が
気
軽
に
集
う
こ

と
が
で
き
る「
オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
」

を
商
業
活
性
化
施
設
コ
コ
ワ
並
び

に
碧
水
地
域
支
え
合
い
セ
ン
タ
ー

で
開
催
し
ま
す
。
認
知
症
が
あ
っ

◎
介
護
保
険
事
業
に
つ
い
て

　

本
年
は
「
第
９
期
北
竜
町
介
護

保
険
事
業
計
画
」
の
最
終
年
と
な

り
ま
す
が
、
高
齢
化
の
進
行
に
伴

い
、
要
介
護
認
定
を
受
け
て
介
護

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
さ
れ
る
方
が
増

加
し
、
介
護
保
険
特
別
会
計
を
逼

迫
し
て
い
る
状
況
で
あ
り
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
中
で
も
、
住
み
慣
れ

た
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と

が
出
来
る
よ
う
、
医
療
、
介
護
、

予
防
、
住
ま
い
、
生
活
支
援
が
一

体
的
に
提
供
さ
れ
る
地
域
包
括
ケ

ア
の
推
進
に
努
め
ま
す
。

◎
介
護
予
防
対
策
に
つ
い
て

　

高
齢
に
な
っ
て
も
元
気
に
暮
ら

す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
「
元
気

も
り
も
り
運
動
教
室
」
を
は
じ
め

と
す
る
一
般
介
護
予
防
事
業
並
び

に
、
高
齢
者
の
保
健
事
業
と
介
護

予
防
の
一
体
的
事
業
に
取
り
組
ん

で
参
り
ま
す
。
ま
た
、
高
齢
者
の

方
々
の
交
流
の
場
と
し
て
商
業
活

性
化
施
設
コ
コ
ワ
並
び
に
碧
水
地

域
支
え
合
い
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ

れ
る
「
あ
さ
が
お
く
ら
ぶ
」
の
周

知
に
努
め
、
閉
じ
こ
も
り
予
防
や

介
護
予
防
に
努
め
て
参
り
ま
す
。

は
、
町
民
の
健
康
と
生
活
を
支
え

る
大
切
な
制
度
で
あ
り
ま
す
。

　

制
度
の
周
知
を
図
り
、
医
療
費

通
知
の
実
施
、
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医

薬
品
の
利
用
促
進
、
特
定
健
診
未

受
診
者
対
策
、
及
び
新
た
に
若
年

国
保
加
入
者
に
対
す
る
健
診
を
実

施
し
、
医
療
費
の
抑
制
に
努
め
安

定
的
な
運
営
に
取
り
組
ん
で
参
り

ま
す
。

◎
医
療
対
策
に
つ
い
て

　

本
町
の
医
療
機
関
で
あ
る
町
立

診
療
所
及
び
町
立
歯
科
診
療
所
に

つ
い
て
、
地
域
に
密
着
し
た
第
１

次
保
健
医
療
機
関
と
し
て
、
町
民

の
健
康
を
守
る
地
域
医
療
の
充
実

に
努
め
て
参
り
ま
す
。

　

町
立
診
療
所
に
お
い
て
は
、
適

正
な
診
療
施
設
の
管
理
運
営
に
努

め
て
参
り
ま
す
。
ま
た
、
旭
川
市

と
そ
の
近
郊
の
病
院
か
ら
、
医
療

情
報
の
や
り
と
り
が
出
来
る
「
た

い
せ
つ
安
心
医
療
ネ
ッ
ト
」
の
活

用
を
、
引
き
続
き
進
め
て
参
り
ま

す
。
ま
た
、
町
立
歯
科
診
療
所
に

お
い
て
は
、
運
営
費
用
の
助
成
を

通
し
て
支
援
を
実
施
し
、
医
療
提

供
の
確
保
に
努
め
ま
す
。併
せ
て
、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
健
康
保

険
証
利
用
の
促
進
を
図
り
ま
す
。

保
育
園
と
進
め
て
参
り
ま
す
。

　

保
育
園
及
び
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
の
運
営
に
つ
い
て
は
、
指
定

管
理
委
託
に
よ
り
、
効
率
的
な
運

営
に
努
め
ま
す
。

◎
健
康
づ
く
り
対
策
に
つ

い
て

　

各
種
検
診
に
対
す
る
助
成
や
健

康
教
育
を
行
い
、
ま
た
、
令
和
６

年
度
よ
り
開
始
し
た
、
20
～
30
代

の
若
年
者
を
対
象
と
し
た
健
診
を

継
続
し
、
検
診
受
診
率
の
向
上
と

生
活
習
慣
病
等
の
早
期
発
見
並
び

に
健
康
増
進
に
努
め
ま
す
。

◎
国
民
健
康
保
険
事
業
に

つ
い
て

　

保
険
者
が
北
海
道
に
移
行
さ
れ

ま
し
た
が
、
国
民
健
康
保
険
事
業

◎
子
育
て
支
援
対
策
に
つ

い
て

　

「
第
３
期
北
竜
町
子
ど
も
・
子

育
て
支
援
事
業
計
画
」に
基
づ
き
、

子
ど
も
に
係
わ
る
関
係
者
が
連
携

し
、
子
育
て
不
安
を
抱
え
る
親
子

の
育
児
能
力
の
向
上
や
虐
待
予
防

の
支
援
を
進
め
て
参
り
ま
す
。

　

併
せ
て
、
通
年
入
所
児
童
の
基

本
保
育
料
の
全
額
減
免
や
５
歳
児

健
診
、
高
校
生
ま
で
の
子
ど
も
の

医
療
費
の
無
償
化
に
つ
い
て
、
引

き
続
き
実
施
い
た
し
ま
す
。

　

国
の
交
付
金
事
業
に
よ
り
妊
娠

時
か
ら
出
産
、
子
育
て
に
対
す
る

支
援
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
従

来
実
施
し
て
お
り
ま
す
養
育
支
援

等
、
各
種
子
育
て
支
援
制
度
の
実

施
を
通
し
て
、
少
子
化
対
策
の
推

進
に
努
め
ま
す
。
ま
た
、
令
和
7

年
度
よ
り
開
始
し
た
世
界
で
１
冊

だ
け
の
赤
ち
ゃ
ん
の
誕
生
祝
い

「
き
み
の
絵
本
」
の
贈
呈
事
業
を

継
続
実
施
い
た
し
ま
す
。

　

保
育
園
で
は
、
本
年
度
よ
り
こ

ど
も
誰
で
も
通
園
制
度
の
実
施
、

ま
た
、
子
育
ち
保
育
推
進
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
の
稼
働
に
よ
る
子
ど
も
本

来
が
持
つ
「
自
ら
育
つ
力
（
子
育

ち
）」
を
信
じ
そ
の
力
を
発
揮
で

き
る
保
育
を
指
定
管
理
者
並
び
に
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は
、
年
月
の
経
過
に
よ
り
、
施
設

及
び
備
品
の
老
朽
化
が
目
立
つ
よ

う
に
な
っ
て
き
て
お
り
ま
す
が
、

適
切
な
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
や
計
画
的

な
更
新
を
実
施
い
た
し
ま
す
。

　

今
後
と
も
利
用
者
の
皆
様
が
快

適
に
施
設
を
利
用
で
き
る
よ
う
努

め
て
参
り
ま
す
。

◎
農
業
生
産
基
盤
整
備
に

つ
い
て

　

農
業
生
産
基
盤
の
整
備
は
、
道

営
農
地
整
備
事
業
の
推
進
に
よ

り
、
生
産
条
件
の
改
善
と
担
い
手

へ
の
農
地
の
集
積
を
図
る
ほ
か
、

農
道
、
排
水
路
な
ど
の
適
切
な
維

持
管
理
や
整
備
に
努
め
る
と
共

に
、
農
業
水
利
施
設
の
改
修
及
び

保
全
事
業
に
よ
り
農
業
経
営
基

盤
の
強
化
に
取
り
組
ん
で
参
り

ま
す
。

　

ま
た
、
ス
マ
ー
ト
農
業
の
推
進

は
、
関
係
機
関
と
連
携
し
検
討
す

る
と
共
に
、「
北
竜
町
農
業
振
興

ビ
ジ
ョ
ン
」
の
検
討
委
員
会
で
も

協
議
し
て
参
り
ま
す
。

◎
農
地
流
動
化
対
策
に
つ

い
て

　

農
地
の
有
効
利
用
や
農
業
経
営

の
効
率
化
を
図
る
た
め
、
目
指
す

農
業
の
推
進
に
つ
い
て
も
、
引
き

続
き
支
援
し
て
参
り
ま
す
。

◎
農
畜
産
物
直
売
所
「
み
の

り
っ
ち
北
竜
」
に
つ
い
て

　

「
み
の
り
っ
ち
北
竜
」
は
、
今

年
で
開
業
15
年
目
を
迎
え
ま
す
。

生
産
者
が
丹
精
込
め
て
栽
培
し
た

新
鮮
な
農
産
物
や
加
工
品
を
町
内

外
の
お
客
様
に
提
供
し
、
安
心
・

安
全
で
美
味
し
い
「
北
竜
ブ
ラ
ン

ド
」
の
構
築
を
図
り
ま
す
。

　

ま
た
、運
営
に
つ
き
ま
し
て
も
、

生
産
者
協
議
会
へ
の
積
極
的
な
支

援
に
努
め
ま
す
。

◎
農
産
物
加
工
実
習
セ
ン

タ
ー
「
パ
ル
ム
」
に
つ
い
て

　

平
成
16
年
に
建
設
さ
れ
た
農
産

物
加
工
実
習
セ
ン
タ
ー「
パ
ル
ム
」

農
業
の
推
進
、
環
境
に
配
慮
し
た

持
続
可
能
な
農
業
の
実
現
を
柱
と

し
て
お
り
ま
す
。
本
町
の
基
幹
産

業
で
あ
る
農
業
を
将
来
に
わ
た
り

発
展
的
に
維
持
し
て
い
く
た
め
、

必
要
な
対
策
を
的
確
に
見
極
め
る

と
と
も
に
、
国
の
事
業
等
を
積
極

的
に
活
用
し
な
が
ら
、
各
種
施
策

を
着
実
に
推
進
し
て
参
り
ま
す
。

ま
た
、
将
来
の
北
竜
町
農
業
の
振

興
と
持
続
的
な
発
展
に
向
け
、
主

に
若
手
農
業
者
の
声
を
反
映
し
た

新
た
な
「
北
竜
町
農
業
振
興
ビ
ジ

ョ
ン
」
を
策
定
い
た
し
ま
す
。

　

特
産
品
で
あ
る
ス
イ
カ
・
メ
ロ

ン
に
つ
き
ま
し
て
は
、
ハ
ウ
ス
資

材
助
成
を
行
う
と
共
に
、
高
温
対

策
と
し
て
農
産
物
の
品
質
向
上
や

収
量
低
下
の
抑
制
、
更
に
は
作
業

効
率
の
向
上
を
目
的
に
、
支
援
内

容
の
拡
充
を
図
っ
て
参
り
ま
す
。

　

併
せ
て
、「
地
域
特
産
品
開
発

支
援
事
業
」
を
実
施
し
、
町
内
産

原
材
料
を
活
用
し
た
試
作
品
の
開

発
や
市
場
調
査
な
ど
、
新
た
な
地

域
特
産
品
づ
く
り
に
挑
戦
す
る
団

体
・
個
人
を
支
援
し
て
参
り
ま
す
。

　

更
に
、
農
業
者
が
主
体
と
な
っ

て
農
業
・
農
村
の
多
面
的
機
能
を

維
持
・
発
揮
す
る
取
り
組
み
や
、

中
山
間
地
域
農
業
、
環
境
保
全
型

楽
園
を
含
む
地
域
で
暮
ら
す
高
齢

者
が
よ
り
よ
い
環
境
で
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指

し
、
今
後
の
施
設
の
在
り
方
を
検

討
し
な
が
ら
経
営
改
善
を
推
進
す

る
と
と
も
に
、「
地
域
に
必
要
と

さ
れ
続
け
る
施
設
」
で
あ
る
た
め

の
施
策
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

令
和
８
年
度
は
、
給
食
内
容
の

さ
ら
な
る
充
実
と
増
加
す
る
配
食

サ
ー
ビ
ス
の
対
応
の
た
め
委
託
業

者
の
変
更
を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
介
護
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
招

致
事
業
、
老
朽
す
る
施
設
の
補
修

修
繕
経
費
等
を
地
方
創
生
交
付
金

事
業
と
し
て
実
施
し
て
参
り
ま
す
。

◎
農
業
の
振
興
に
つ
い
て

　

本
年
の
国
の
農
業
施
策
は
、
食

料
安
全
保
障
の
強
化
、
ス
マ
ー
ト

て
も
地
域
と
つ
な
が
り
、
助
け
合

い
な
が
ら
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る

地
域
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
参
り

ま
す
。

◎
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

北
竜
町
永
楽
園
の
運
営
に

つ
い
て

　

永
楽
園
は
昭
和
61
年
４
月
に
開

設
さ
れ
令
和
８
年
４
月
で
40
年
の

節
目
の
年
を
迎
え
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
間
、
ご
利
用
者
、

ご
家
族
、
地
域
の
皆
さ
ん
に
支
え

ら
れ
住
民
福
祉
の
向
上
と
高
齢
者

の
安
心
し
た
生
活
の
確
保
を
使
命

と
し
て
、
地
域
に
必
要
と
さ
れ
続

け
る
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
を
目

指
し
、
施
設
運
営
に
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
ご

利
用
者
の
思
い
に
寄
り
添
い
、
永

令和８年度行政執行方針
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運
営
方
針
に
つ
い
て
、
町
民
を
は

じ
め
関
係
団
体
の
皆
様
と
引
き
続

き
検
討
し
て
参
り
ま
す
。

◎
道
路
・
河
川
・
橋
梁
に

つ
い
て

　

道
路
及
び
河
川
は
、
こ
れ
ま
で

も
減
災
・
防
災
の
た
め
の
起
債
事

業
を
活
用
し
整
備
を
行
っ
て
参
り

ま
し
た
。

　

道
路
に
つ
き
ま
し
て
は
引
き
続

き
、
側
溝
整
備
、
舗
装
修
繕
等
の

改
修
工
事
を
実
施
し
て
参
り
ま
す
。

ま
た
今
年
度
、
除
雪
ダ
ン
プ
一
台

の
更
新
を
計
画
し
て
お
り
ま
す
。

　

河
川
に
つ
き
ま
し
て
は
、
こ
れ

ま
で
も
国
の
起
債
事
業
を
活
用
し

て
参
り
ま
し
た
が
、
今
年
度
は
浚

渫
工
事
を
１
河
川
実
施
す
る
こ
と

と
し
て
お
り
ま
す
。

◎
商
工
業
の
振
興
に
つ
い
て

　

商
業
活
性
化
基
本
条
例
に
基
づ

く
各
種
支
援
を
商
工
会
と
連
携
し

て
推
進
し
、
商
工
業
の
活
性
化
や

従
業
員
雇
用
の
促
進
、
商
業
活
性

化
施
設
コ
コ
ワ
を
活
用
し
た
地
元

商
店
の
消
費
拡
大
対
策
等
を
実
施

し
て
参
り
ま
す
。

◎
観
光
の
振
興
に
つ
い
て

　

本
年
、「
ひ
ま
わ
り
ま
つ
り
」

は
第
40
回
と
い
う
節
目
の
年
を
迎

え
ま
す
。
こ
れ
を
記
念
し
、
新
た

な
イ
ベ
ン
ト
の
企
画
を
通
し
て
、

多
く
の
観
光
客
の
皆
様
を
お
迎
え

で
き
る
よ
う
準
備
を
進
め
て
参
り

ま
す
。

　

ま
た
、
ひ
ま
わ
り
の
里
を
将
来

も
継
続
し
て
い
く
た
め
、
昨
シ
ー

ズ
ン
よ
り
駐
車
料
金
の
有
料
化
を

実
施
い
た
し
ま
し
た
。
今
シ
ー
ズ

ン
は
、
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
機

能
の
充
実
な
ど
、
来
訪
者
に
と
っ

て
分
か
り
や
す
く
利
用
し
や
す
い

環
境
整
備
に
努
め
て
参
り
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
美
し
い
ひ
ま
わ
り

を
咲
か
せ
、
訪
れ
る
皆
様
に
楽
し

ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
取
り
組
む

と
共
に
、
地
方
創
生
推
進
交
付
金

事
業
を
活
用
し
な
が
ら
、
ひ
ま
わ

り
の
里
全
体
の
在
り
方
や
施
設
の

◎
鳥
獣
被
害
防
止
対
策
に

つ
い
て

　

有
害
鳥
獣
防
止
計
画
に
基
づ
き
、

ア
ラ
イ
グ
マ
の
春
期
捕
獲
や
小
動

物
用
電
気
柵
購
入
支
援
を
行
う
と

共
に
報
奨
金
の
見
直
し
を
検
討
し
、

エ
ゾ
シ
カ
を
含
め
一
層
の
駆
除
体

制
の
強
化
に
努
め
て
参
り
ま
す
。

　

近
年
は
、
熊
の
目
撃
が
相
次
い

で
お
り
、
道
内
で
も
人
身
事
故
が

発
生
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
緊
急

銃
猟
制
度
の
導
入
を
視
野
に
猟
友

会
や
警
察
等
関
係
機
関
と
の
連
携

を
図
り
取
組
を
進
め
て
参
り
ま
す
。

ま
た
、
鹿
進
入
防
止
電
牧
柵
の
維

持
管
理
に
つ
い
て
は
、
適
切
な
電

線
の
上
げ
下
ろ
し
が
で
き
る
よ
う

委
託
業
者
と
連
携
し
、
今
後
の
方
向

性
に
つ
き
ま
し
て
も
関
係
機
関
と

協
議
し
な
が
ら
進
め
て
参
り
ま
す
。

な
る
事
務
所
の
整
備
な
ど
受
入
環

境
を
拡
充
し
、
就
農
定
着
に
向
け

関
係
機
関
と
連
携
し
、
担
い
手
の

育
成
に
努
め
て
参
り
ま
す
。
併
せ

て
、
農
業
後
継
者
対
策
と
し
て
結

婚
相
談
員
と
も
連
携
し
な
が
ら
、

出
会
い
や
交
流
等
の
機
会
の
充
実

に
努
め
ま
す
。

◎
林
業
の
振
興
に
つ
い
て

　

森
林
は
、
木
材
の
供
給
は
も
ち

ろ
ん
、
国
土
の
保
全
、
水
源
の
か

ん
養
、
自
然
環
境
の
保
全
等
多
面

的
な
役
割
を
果
た
し
て
お
り
ま
す
。

　

森
林
の
整
備
は
、
北
空
知
森
林

組
合
と
の
連
携
に
よ
り
、
豊
か
な

森
づ
く
り
推
進
事
業
等
の
補
助

金
を
活
用
し
、
更
新
時
期
を
迎
え

た
未
整
備
森
林
所
有
者
へ
適
切

な
森
林
施
業
の
実
施
を
勧
奨
い

た
し
ま
す
。

　

ま
た
、
森
林
環
境
譲
与
税
の
有

効
活
用
に
よ
り
、
除
伐
・
保
育
間

伐
等
を
支
援
す
る
私
有
林
等
整

備
事
業
や
人
工
林
の
下
草
刈
り

を
支
援
す
る
健
全
な
森
づ
く
り

事
業
な
ど
、
二
酸
化
炭
素
の
吸
収

能
力
が
高
い
活
力
あ
る
森
づ
く

り
と
地
域
林
業
の
活
性
化
に
努

め
て
参
り
ま
す
。

べ
き
将
来
の
農
地
利
用
の
姿
を
明

確
化
す
る
地
域
計
画
に
よ
り
、
受

け
手
へ
の
農
地
バ
ン
ク
を
活
用
し

た
農
地
の
集
約
化
等
に
努
め
て
参

り
ま
す
。

◎
ひ
ま
わ
り
バ
ン
ク
育
成

基
金
に
つ
い
て

　

「
ひ
ま
わ
り
バ
ン
ク
基
金
」
は
、

農
業
の
担
い
手
対
策
の
重
要
な

施
策
と
し
て
位
置
づ
け
、
町
と
農

業
者
で
事
業
費
を
負
担
し
実
施

し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
本
町
農

業
の
健
全
な
発
展
に
資
す
る
取

組
と
な
る
よ
う
ひ
ま
わ
り
バ
ン

ク
幹
事
会
や
運
用
委
員
会
で
協

議
し
て
参
り
ま
す
。

◎
担
い
手
対
策
に
つ
い
て

　

研
修
メ
ニ
ュ
ー
の
作
成
や
サ
ポ

ー
ト
体
制
の
構
築
、
更
に
「
新
農

業
人
フ
ェ
ア
」
を
は
じ
め
と
す
る

各
種
イ
ベ
ン
ト
へ
の
参
加
に
よ
る

担
い
手
確
保
の
取
り
組
み
等
を
一

体
的
に
行
う
た
め
に
集
落
支
援
員

制
度
を
活
用
し
、
引
き
続
き
、
新

規
就
農
者
、
農
業
体
験
実
習
生
、

雇
用
就
農
の
受
入
体
制
の
充
実
に

努
め
ま
す
。

　

２
年
目
を
迎
え
る
研
修
農
場

は
、
育
苗
ハ
ウ
ス
や
研
修
拠
点
と
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な
維
持
管
理
に
努
め
て
参
り
ま
す
。

　

ま
た
、
集
合
処
理
の
出
来
な
い
地

域
に
お
け
る
合
併
処
理
浄
化
槽
の

設
置
を
推
進
し
、
生
活
環
境
の
改
善

と
公
衆
衛
生
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

　

今
年
度
は
和
浄
化
セ
ン
タ
ー
の

機
能
向
上
に
取
り
組
む
た
め
、
機

械
・
設
備
更
新
の
実
施
設
計
を
行

い
ま
す
。

　

昨
年
度
策
定
し
た
経
営
戦
略
に

基
づ
き
、
今
後
の
経
営
を
安
定
さ

せ
る
た
め
、
簡
易
水
道
事
業
と
も

ど
も
本
年
10
月
よ
り
料
金
改
定
を

実
施
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

◎
簡
易
水
道
事
業
に
つ
い
て

　

簡
易
水
道
事
業
は
、
町
民
の
日

常
生
活
に
欠
か
す
こ
と
の
出
来
な

い
重
要
な
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
で
あ
り
、

将
来
に
わ
た
っ
て
安
心
な
水
の
安

定
供
給
に
努
め
て
参
り
ま
す
。

　

現
在
、
老
朽
化
し
た
配
水
管
の

布
設
替
え
を
進
め
て
お
り
ま
す

が
、
今
年
度
は
、
美
葉
牛
橋
水
道

添
架
管
の
実
施
設
計
並
び
に
取
替

工
事
、
三
の
沢
橋
水
管
橋
更
新
の

実
施
設
計
を
実
施
い
た
し
ま
す
。

　

ま
た
水
道
管
漏
水
調
査
を
継
続

し
て
行
い
、
施
設
の
機
能
保
持
と

経
費
削
減
に
努
め
、
効
率
的
な
事

業
運
営
を
図
っ
て
参
り
ま
す
。

　

橋
梁
に
つ
き
ま
し
て
は
、
道
路

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
事
業
費
補
助
金
を

活
用
し
、
長
寿
命
化
修
繕
計
画
に

基
づ
い
た
５
年
に
一
度
の
橋
梁
点

検
を
19
橋
行
い
ま
す
。

　

ま
た
今
年
度
、
車
輌
セ
ン
タ
ー

の
外
構
工
事
を
行
い
、
令
和
6
年

か
ら
実
施
し
て
き
ま
し
た
一
連
の

工
事
を
終
了
す
る
こ
と
と
し
て
お

り
ま
す
。

◎
排
水
機
場
に
つ
い
て

　

排
水
機
場
の
維
持
管
理
に
つ
き

ま
し
て
は
、
例
年
、
定
期
点
検
、

修
繕
等
に
よ
り
適
切
に
管
理
を
行

っ
て
お
り
ま
す
が
、
碧
水
排
水
機

場
に
お
き
ま
し
て
は
北
海
道
の

「
農
村
地
域
防
災
減
災
事
業
」
を

活
用
し
、
令
和
10
年
度
ま
で
の
機

能
保
全
対
策
を
行
っ
て
お
り
、
本

年
度
に
つ
き
ま
し
て
は
、
去
年
製

作
し
た
主
要
機
械
の
搬
入
設
置
等

を
行
う
予
定
と
し
て
い
ま
す
。

◎
農
業
集
落
排
水
事
業
及

び
個
別
排
水
処
理
事
業
に

つ
い
て

　

農
業
集
落
排
水
事
業
及
び
個
別

排
水
処
理
事
業
は
経
営
状
況
を
的

確
に
把
握
し
、
よ
り
良
い
住
民
サ
ー

ビ
ス
の
向
上
、
各
処
理
施
設
の
適
切

令和８年度行政執行方針

　２月１４日、みんなの広場「おむすび」では、町内在住の“のびのびボードゲーム”さんを講師に

お迎えし「ボードゲーム体験会」を開催しました。

　たくさんのボードゲームの他に健康麻雀や囲碁なども用意し、各々ゲームを楽しんでもらう中で、

知っているゲームを教えあったり初めてのゲームに挑戦するなど、多世代で自然とコミュニケーショ

ンも生まれていました。

　次回のイベントは、４月１８日（土）に「ゴミ拾い＆ミニゲーム」を行います。詳しくは今月号の

折り込みチラシをご覧ください。

【問い合わせ先】　北竜町社会福祉協議会　担当：村井 恵（コミュニティソーシャルワーカー）

　　　　　　　　℡：３４‐２４３５ ／ 携帯電話：０９０‐２８１８‐２４３５（直通）

　　　　　　　　※相談支援業務も行っています。お気軽にご相談ください。

■開 放 日：４月２・６・９・１３・１６・２０・２３・２７・３０日（毎週月・木曜日／祝日は休み）

■利用時間：１３時～１７時まで（利用時間内の出入り自由）

みんなの広場おむすびみんなの広場おむすび『ボードゲーム体験会』を開催しました『ボードゲーム体験会』を開催しました
～～ 北竜町社会福祉協議会からのお知ら北竜町社会福祉協議会からのお知らせせ ～～

令和８年度行政執行方針
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◎
は
じ
め
に

　

本
町
で
は
、
子
ど
も
を
社
会
の

中
心
に
据
え
、
子
ど
も
自
身
が
主

体
と
な
っ
て
成
長
し
て
い
く
「
子

育
ち
」
の
理
念
を
、
教
育
の
根
幹

に
据
え
、
子
ど
も
が
本
来
も
っ
て

い
る
「
感
じ
、
考
え
、
選
び
、
挑

戦
す
る
力
」
を
信
じ
、
そ
れ
を
引

き
出
し
、
支
え
る
教
育
の
実
現
を

目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

◎
学
校
教
育
の
充
実
に
つ

い
て

　

一
人
ひ
と
り
の
学
び
を
大
切
に

し
た
「
個
別
最
適
な
学
び
」
と
、

仲
間
と
と
も
に
学
び
合
う
「
協
働

的
な
学
び
」
を
一
体
的
に
進
め
る

た
め
、「
学
び
の
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ

ザ
イ
ン
」
の
理
念
を
活
用
し
、
一

人
ひ
と
り
が
自
分
の
良
さ
や
特
性

を
生
か
し
な
が
ら
、
一
緒
に
学
べ

る
授
業
へ
の
転
換
を
図
り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
年
間
30
時
間
の
教

職
員
研
修
を
継
続
し
、
こ
ど
も
・
く

ら
し
応
援
課
と
の
連
携
も
強
化
し

な
が
ら
保
育
士
の
研
修
も
進
め
る

こ
と
で
、
子
ど
も
が
主
体
的
に
学
ぶ

力
の
育
成
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
義
務
教
育
学
校
の
開
校

を
見
据
え
、小
中
連
携
を
強
化
し
、

安
心
し
て
学
び
続
け
ら
れ
る
環
境

づ
く
り
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
と

と
も
に
令
和
８
年
度
は
、
義
務
教

育
学
校
及
び
複
合
施
設
の
実
施
設

計
を
進
め
て
参
り
ま
す
。

◎
豊
か
な
心
と
健
や
か
な

体
の
育
成
に
つ
い
て

　

子
ど
も
一
人
ひ
と
り
の
願
い
に

寄
り
添
い
、
自
己
肯
定
感
や
思
い

や
り
の
心
を
育
む
と
と
も
に
、
包

括
的
生
徒
指
導
と
し
て
、
ポ
ジ
テ

ィ
ブ
行
動
介
入
と
支
援
（
Ｐ
Ｂ
Ｉ

Ｓ
）
や
ピ
ア
・
サ
ポ
ー
ト
、
レ
ジ

リ
エ
ン
ス
教
育
を
三
本
柱
と
し
た

ポ
ジ
テ
ィ
ブ
教
育
を
進
め
、
人
間

関
係
づ
く
り
や
互
い
の
良
さ
を
認

め
合
う
こ
と
で
、
一
人
ひ
と
り
の

適
応
感
を
高
め
る
と
と
も
に
、
不

登
校
や
困
り
感
を
抱
え
る
児
童
生

徒
へ
の
支
援
体
制
を
充
実
さ
せ
て

ま
い
り
ま
す
。

　

併
せ
て
、
体
力
づ
く
り
や
食
育
の

推
進
を
通
し
て
、
心
身
と
も
に
健
や

か
な
成
長
を
支
え
て
ま
い
り
ま
す
。

　

学
校
給
食
に
つ
き
ま
し
て
は
、

引
き
続
き
無
償
化
と
し
、
安
全
・

安
心
な
提
供
に
努
め
る
と
と
も

に
、
地
元
食
材
を
活
用
し
た
食
育

の
充
実
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

◎
教
育
環
境
の
整
備
に
つ

い
て

　

個
別
最
適
や
協
同
的
な
学
び
に

必
須
と
な
っ
て
い
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
効

果
的
に
活
用
で
き
る
環
境
を
構
築

す
る
た
め
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
指
導
員
の
活

用
を
含
め
、
そ
の
環
境
整
備
に
努

め
て
参
り
ま
す
。

◎
地
域
と
と
も
に
進
め
る

教
育
に
つ
い
て

　

家
庭
・
学
校
・
地
域
・
行
政
が

連
携
し
、
町
全
体
で
子
ど
も
を
育

て
る
取
組
を
さ
ら
に
進
め
て
ま
い

り
ま
す
。

　

ま
た
、
生
涯
学
習
や
社
会
教
育

を
充
実
さ
せ
、
大
人
が
学
び
続
け

る
姿
を
通
し
て
、
子
ど
も
た
ち
に

学
ぶ
喜
び
を
伝
え
て
ま
い
り
ま

す
。
併
せ
て
、
郷
土
を
愛
し
、
誇

り
を
も
て
る
人
材
の
育
成
に
も
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。

子
ど
も
が
自
分
ら
し
く
育
っ
て
い
こ
う
と
す
る
姿
を

子
ど
も
が
自
分
ら
し
く
育
っ
て
い
こ
う
と
す
る
姿
を

町
全
体
で
支
え
続
け
る

町
全
体
で
支
え
続
け
る

令和８年度教育行政執行方針
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提
供
や
、
町
民
が
生
活
を
営
む
上

で
の
課
題
に
応
じ
た
学
習
内
容
を

提
供
す
る
と
と
も
に
、
ラ
イ
フ
ス

テ
ー
ジ
に
応
じ
た
ス
ポ
ー
ツ
や
レ

ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
活
動
を
推
進
し

て
参
り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
次
の
５
点
を
重
点

施
策
と
し
て
実
施
し
ま
す
。

①
学
び
の
機
会
の
提
供

　

幼
児
か
ら
高
齢
者
ま
で
、
各
世

代
に
応
じ
た
多
様
な
学
習
活
動

（
キ
ッ
ズ
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
教
室
や

ひ
ま
わ
り
大
学
な
ど
）を
実
施
し
、

町
民
の
学
び
の
意
欲
を
高
め
る
と

と
も
に
、
子
ど
も
た
ち
が
町
外
に

行
か
な
く
て
も
色
々
な
習
い
事
が

で
き
る
環
境
作
り
を
進
め
、
町
内

で
も
最
新
の
技
術
や
も
の
づ
く
り

に
つ
い
て
学
べ
る
機
会
を
提
供
し

ま
す
。

す
。
そ
の
実
現
に
向
け
て
は
、
学

校
現
場
を
は
じ
め
、
保
護
者
や
地

域
の
皆
様
と
丁
寧
に
協
議
を
重

ね
、
十
分
な
理
解
と
協
力
を
い
た

だ
き
な
が
ら
準
備
を
進
め
て
ま
い

り
ま
す
。
併
せ
て
、
文
部
科
学
省

や
北
海
道
教
育
委
員
会
と
も
緊
密

に
連
携
し
、
申
請
手
続
き
や
体
制

整
備
を
計
画
的
か
つ
着
実
に
進
め

て
ま
い
り
ま
す
。

◎
社
会
教
育
・
社
会
体
育

分
野
の
関
係
に
つ
い
て

　

町
民
一
人
ひ
と
り
が
生
涯
に
わ

た
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
の
学
習

活
動
に
意
欲
を
持
っ
て
参
画
し
、

豊
か
な
感
性
や
郷
土
を
愛
す
る
心

を
育
む
と
と
も
に
、
活
力
あ
る
教

育
行
政
を
進
め
る
こ
と
が
重
要
で

あ
り
ま
す
。

　

生
涯
学
習
社
会
の
実
現
に
向
け

て
重
要
な
役
割
を
担
う
社
会
教
育

活
動
の
推
進
を
図
る
た
め
、
町
民

の
主
体
的
な
生
涯
学
習
を
支
援
す

る
と
と
も
に
、
芸
術
文
化
活
動
の

推
進
や
文
化
遺
産
の
保
存
・
活
用

を
図
り
ま
す
。

　

ま
た
、文
化
連
盟
や
体
育
協
会
、

そ
の
他
関
係
団
体
な
ど
の
支
援
や

育
成
に
も
努
め
る
と
と
も
に
、
各

年
齢
層
に
対
応
し
た
学
習
機
会
の

楽
し
く
外
国
語
に
触
れ
な
が
ら
、

実
践
的
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

能
力
の
育
成
を
図
り
、
国
際
的
な

視
野
を
持
ち
、
自
ら
考
え
発
信
で

き
る
力
を
育
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

「
北
竜
科
」
で
は
、
本
町
の
自

然
、
産
業
、
歴
史
、
文
化
と
い
っ

た
地
域
資
源
を
教
材
と
し
て
活
用

し
、
ふ
る
さ
と
へ
の
理
解
と
誇
り

を
育
む
と
と
も
に
、
伝
統
芸
能
も

伝
承
で
き
る
よ
う
学
習
を
進
め
て

ま
い
り
ま
す
。

　

「
チ
ャ
レ
ン
ジ
科
」
で
は
、
探

究
的
な
学
び
を
通
し
て
、
課
題
発

見
力
、
課
題
解
決
力
、
表
現
力
の

育
成
を
図
り
、
主
体
的
に
挑
戦
す

る
姿
勢
を
育
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

な
お
、「
チ
ャ
レ
ン
ジ
科
」
に
つ

き
ま
し
て
は
、
選
択
で
き
る
科
目
の

準
備
に
時
間
を
要
す
る
こ
と
か
ら
、

準
備
が
で
き
た
学
び
か
ら
進
め
て

参
り
ま
す
が
、
正
式
な
実
施
は
令
和

11
年
度
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
三
つ
の
学
び
を
通
じ

て
、
北
竜
町
な
ら
で
は
の
特
色
あ

る
教
育
の
確
立
を
目
指
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　

ま
た
、
小
中
一
貫
教
育
を
一
層

推
進
し
、
子
ど
も
た
ち
の
9
年
間

を
見
通
し
た
、
切
れ
目
の
な
い
学

び
の
充
実
を
図
っ
て
ま
い
り
ま

◎
令
和
９
年
度
か
ら
の
教

育
課
程
特
例
校
制
度
の
導

入
に
つ
い
て

　

本
町
で
は
、「
子
育
ち
」
の
理
念

の
も
と
、
子
ど
も
一
人
ひ
と
り
の

個
性
や
可
能
性
を
伸
ば
す
た
め
、

教
育
課
程
特
例
校
制
度
の
導
入
準

備
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
こ
の

制
度
は
、
国
の
学
習
指
導
要
領
の

特
例
を
活
用
し
、
地
域
の
実
情
に

応
じ
た
特
色
あ
る
教
育
課
程
を
編

成
で
き
る
制
度
で
あ
り
ま
す
。

　

本
町
の
自
然
や
産
業
、
文
化
な

ど
の
地
域
資
源
を
生
か
し
、
探
究

的
・
体
験
的
な
学
び
の
充
実
を
図

る
と
と
も
に
、
教
科
横
断
的
な
学

習
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
を
進
め
て
ま

い
り
ま
す
。

　

本
町
で
は
教
育
課
程
特
例
校
制

度
の
活
用
に
あ
た
り
独
自
の
教
育

課
程
と
し
て
仮
称
「
北
竜
学
」
を

位
置
付
け
、
令
和
９
年
度
か
ら
の

実
施
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

「
北
竜
学
」
は
、
こ
れ
ら
も
全

て
仮
称
で
す
が
、「
英
会
話
科
」、

「
北
竜
科
」、「
チ
ャ
レ
ン
ジ
科
」

の
三
つ
の
柱
で
構
成
し
、
義
務
教

育
９
年
間
を
通
じ
た
系
統
的
な
学

び
と
し
て
編
成
い
た
し
ま
す
。

　

「
英
会
話
科
」
で
は
、
英
語
科
や

外
国
語
活
動
と
は
一
線
を
隔
し
、

②
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興

　

地
域
住
民
が
心
身
と
も
に
健
康

で
い
ら
れ
る
よ
う
、
ス
ポ
ー
ツ
イ

ベ
ン
ト
や
軽
ス
ポ
ー
ツ
の
推
進

や
、
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
の
導
入
を

推
進
し
、
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
充
実

も
図
り
ま
す
。

③
図
書
館
を
活
用
し
た
事
業

　

図
書
館
を
中
心
に
読
書
や
学
習

機
会
を
提
供
し
、
特
に
子
ど
も
た

ち
に
対
し
て
本
に
触
れ
る
機
会
を

増
や
す
取
り
組
み
（
ブ
ッ
ク
ス
タ

ー
ト
事
業
や
移
動
図
書
・
読
み
聞

か
せ
教
室
等
）
を
進
め
ま
す
。

④
文
化
活
動
と
芸
術
鑑
賞
の
推
進

　

郷
土
文
化
を
守
り
つ
つ
、
文
化

活
動
や
芸
術
鑑
賞
の
機
会
を
提
供

し
、
地
域
住
民
が
豊
か
な
文
化
体

験
を
得
ら
れ
る
よ
う
支
援
し
ま
す
。

⑤
青
少
年
の
健
全
育
成

　

家
庭
や
地
域
、
学
校
が
連
携
し

て
青
少
年
の
健
全
な
成
長
を
支
援

し
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
や
リ
ー

ダ
ー
養
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
北
竜
未

来
ユ
ー
ス
や
子
ど
も
会
リ
ー
ダ
ー

キ
ャ
ン
プ
）
を
実
施
す
る
と
と
も

に
、
親
子
の
絆
を
深
め
る
「
親
子

体
験
教
室
」
な
ど
の
事
業
を
推
進

し
、
地
域
全
体
で
子
ど
も
を
育
む

環
境
を
整
え
て
参
り
ま
す
。
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地 方 創 生 ト ピ ッ ク ス地 方 創 生 ト ピ ッ ク ス
今年度から新たに始まった地方創生交付金２．０。北竜町ではどのようなことを行っているのか

町民の皆様に知っていただけるよう広報誌を通じて随時お知らせいたします。

【事業の目的や内容】

【現在の取組状況と今後】

　こどもを「育てる対象」として支援するという従来の考えではなく「こどもは自ら育つ

力を持つ存在」として捉え直し、大人・地域・行政がその力を発揮できる環境を整える

という考え方に転換する第一歩となります。「子育ち」という概念は新しく、道からも注

目されており「子育ちのまち宣言」は全国の自治体で初めてです。

　来年度中に「子育ちビジョン（仮称）」を策定し、実現のための施策を掲げ、子どもの

育ちを地域全体で整える環境づくりを進めていきます。「子育ちのまち宣言」は３月９日

に町議会で議決され、３月１９日に町長・教育長・議会議長同席のもとで発表されました。

「子育ちのまち宣言」をしました（全国初）

【事業の目的や内容】

【現在の取組状況と今後】

　地方創生など、まちづくりを担う人材のための住宅が完成しました。国の第２世代交付金の採択を受けた

事業で、自治体の施設整備を支援する制度を活用したもので、町の負担は非常に少ない仕組みとなっています。

今回整備した住宅は桜岡にあり１棟４戸です。

　４戸すべて東京・札幌など、町外から転入した人材の住居として賃貸して

います。今後もお試し移住や二地域居住、関係人口の滞在など多様なニーズに

応えるための住まいを確保するために、空き家の利活用や町が保有する住宅の

改修・転用、移住促進住宅の整備、民間住宅の建設支援などを行っていきます。

移住促進住宅が完成しました

【事業の目的や内容】

【現在の取組状況と今後】

　義務教育学校と、地域に開かれた図書室・多目的ルーム・ホールなどを備えた「総合学習複合交流センタ

ー」の、基本設計が完成しました。個別最適な学びと協働的な学びの一体的な充実に向けた、柔軟で創造的

な学習空間、新しい生活様式を踏まえた生活空間、地域や社会と連携し共に創造する空間です。

　設立準備委員会での説明や意見交換を経て、３月１７日から１９日にかけ

て住民説明会が開かれ、平面図や内部空間のイメージパースなどの説明を行

いました。来年度に実施設計を行い、令和９～１０年度に建設工事、令和１

１年度中の開校をめざします。

（仮称）「総合学習複合交流センター」の基本設計ができました

【事業の目的や内容】

【現在の取組状況と今後】

　小中学生や高校生らが最新鋭のデジタルものづくりに挑戦できる拠点が社協の中にオープンします。３Ｄ

プリンターや高性能ＰＣを使い、専門知識を持つスタッフの助言を受けながら創作活動ができます。秋田県

内で実績のあるＧ－ｅｘｐｅｒｉｉｅｎｃｅ社が統括運営を担います。

　ＵＶプリンターやレーザーカッター等を使った、子どもによる商品開発・

販売体験、小学生のロボコンチャレンジなどを企画・実施していきます。４月

早々に、誰でも参加できる仕組みづくりや利用案内等をまとめて周知していく

とともに、町内の施設にも出かけて価値創造や学びの輪を広げていく予定です。

「ハイラボ in 北竜町（仮称）」を開設します
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　令和８年度の北竜町の予算は、「北竜町まち・ひと・しごと創生総合戦略」の着実な推進を掲げ、　令和８年度の北竜町の予算は、「北竜町まち・ひと・しごと創生総合戦略」の着実な推進を掲げ、

新たな基本方針や基本目標に基づく新しいまちづくりにより、移住・定住人口を増やし、まちの新たな基本方針や基本目標に基づく新しいまちづくりにより、移住・定住人口を増やし、まちの

人口を維持するため、町民一丸となって、新しい北竜町の未来を共創・実現する仕組みづくりを人口を維持するため、町民一丸となって、新しい北竜町の未来を共創・実現する仕組みづくりを

着実に推進し、「人を大事にし、安心して楽しく働き、楽しく暮らせる」まちの実現に向けた積極着実に推進し、「人を大事にし、安心して楽しく働き、楽しく暮らせる」まちの実現に向けた積極

的な予算としています。的な予算としています。

① 安心して働き、暮らせる生活環境の創生① 安心して働き、暮らせる生活環境の創生
② 東京一極集中のリスクに対応した人や企業の地方分散への対応② 東京一極集中のリスクに対応した人や企業の地方分散への対応
③ 付加価値創出型の新しいまちの経済の創生③ 付加価値創出型の新しいまちの経済の創生
④ デジタル・新技術の徹底活用④ デジタル・新技術の徹底活用
　 「産官学金労言」の連携、機運の向上と、新しいまちづくりの仕組み　 「産官学金労言」の連携、機運の向上と、新しいまちづくりの仕組み

楽しい「ひまわり暮らし」を実現し、楽しい「ひまわり暮らし」を実現し、
次世代に引き継がれる未来志向のまちづくり次世代に引き継がれる未来志向のまちづくり

【４つの基本目標と横断的目標】　【４つの基本目標と横断的目標】　

【新たな基本方針】　【新たな基本方針】　

今年度の北竜町の今年度の北竜町の
　一般会計予算総額　一般会計予算総額
 　６３億４，８８０万円 　６３億４，８８０万円

各会計予算額

会　　計　　名 R8年度予算 R7年度予算 増　減 前年
対比

一　般　会　計 63億 4,880万円 63億 3,500万円 1,380万円増 0.2

国民健康保険特別会計 2億7,300万円 2億8,270万円 970万円減 △ 3.4

町立診療所事業特別会計 1億60万円 9,900万円 160万円増 1.6

後期高齢者医療特別会計 4,690万円 3,960万円 730万円増 18.4

介護保険特別会計 2億9,950万円 3億10万円 60万円減 △ 0.2

特別養護老人ホーム事業
特別会計

4億7,730万円 4億7,660万円 70万円増 0.1

小　　　計 11億 9,730万円 11億 9,800万円 70万円減 △ 0.1

農業集落排水事業及び
個別排水処理事業会計

1億7,523万円 1億7,510万円 13万円増 0.1

簡易水道事業会計 2億7,316万円 1億5,997万円 1億1,319万円増 70.8

合　　　　　計 79億 9,449万円 78億 6,807万円 1億2,642万円増 1.6

特
　
別
　
会
　
計

（%）

令和８年度予算

横横



1515 令和８年４月号令和８年４月号

一般会計内訳

令和８年度予算



1616

    

  林業の振興林業の振興

    

  観光観光の振興の振興

    

  商工業商工業の振興の振興

●計画的な森林整備の促進●計画的な森林整備の促進
● 水源林整備促進事業

● 健全な森づくり推進事業

● 豊かな森づくり推進事業

● 私有林等整備事業

　森林環境譲与税を活用し、私有林において実施す

　る森林整備事業に対し補助金を交付する。

●観光・交流資源の充実●観光・交流資源の充実
● ひまわりの里魅力向上事業

　ひまわりまつり40周年記念イベントの実施

● ひまわり観光センター活性化事業

●観光PR活動の強化●観光PR活動の強化
● 観光PR推進事業

●新たな観光・交流資源の掘り起こし●新たな観光・交流資源の掘り起こし
● ふるさと納税推進事業

● サンフラワーパーク北竜温泉魅力向上事業

●町内消費活動の促進●町内消費活動の促進
● 商工業活性化推進事業

　新規事業を展開する町内商工業者に商工業元気支

　援応援補助金を交付する

●新産業開発等の推進●新産業開発等の推進
● ひまわり油推進事業

●雇用の創出・企業への支援●雇用の創出・企業への支援
● 特定地域づくり事業協同組合事業

　町内事業者を組合員とする育成型人材派遣組合「特定地

　域づくり事業協同組合」の運営に対し補助金を交付する。

8,103千円

146千円

984千円

2,060千円

55,988千円

20,366千円

3,586千円

501,536千円

2,000千円

5,469千円

	

	

17,402千円

12,621千円

１．ひまわりを活かした１．ひまわりを活かした
　　　　　　　あかるいまち　　　　　　　あかるいまち

一般会計の主な事業一般会計の主な事業

令和８年度予算

    

  農業の振興農業の振興

●農業生産基盤の充実●農業生産基盤の充実
● 中山間地域等直接支払推進事業

● 多面的機能支払事業

● 基幹水利施設管理事業（恵岱別ダム）

● 基幹水利施設管理事業（幌新・恵比島・沼田）

● 水利施設等保全高度化事業

● 水利施設等保全高度化事業（幌新・恵比島・沼田）

● 北竜町農業振興ビジョン策定事業

●農産物の生産性・品質の向上●農産物の生産性・品質の向上
● 農産物品質管理支援事業

　ハウス自動巻上機購入費100,000円助成、遮光資材

　購入費30,000円助成

●担い手及び新規就農者の育成・確保●担い手及び新規就農者の育成・確保
● 新規就農者誘致促進事業

　新規就農者の誘致及び就農直後の経営確立を支援。

● 農業担い手育成支援事業

　研修農場事務所設置工事、研修農場育苗用ビニー

　ルハウス設置工事、自動巻上機購入

●ブランド化の促進と販売ルートの拡大●ブランド化の促進と販売ルートの拡大
● ひまわりライス販路拡大事業

● 黒千石大豆作付奨励事業

●有害鳥獣対策の強化●有害鳥獣対策の強化
● 有害鳥獣駆除対策事業

105,797千円

94,487千円

22,391千円

7,257千円

18,480千円

4,800千円

6,041千円

800千円

7,413千円

13,640千円

4,000千円

894千円

57,836千円

新規



1717 令和８年４月号令和８年４月号

    

  地域医療の充実地域医療の充実

    

  出産・子育て支援の充実出産・子育て支援の充実

●地域医療体制の充実●地域医療体制の充実
● 地域医療体制支援事業

　夜間・休日・小児の救急医療体制の確保、夜間急

　病テレホンセンター設置など。

●母子保健の充実●母子保健の充実
● 児童発達支援事業

● 不妊治療費助成事業

　不妊治療に係る自己負担額を助成（保険適応：全額、

　保険不適応：上限15万円）

● 妊婦健康診査費・交通費助成事業

● 妊婦出産支援事業

　妊娠期から子育て期にかけ切れ目のない相談支援

　を実施する。

● 産後ケア・育児サポート事業

　訪問型助産師サポート事業、来院型助産師サポー

　ト事業の利用料を助成。

● 子育て世帯訪問支援事業

　家事育児等の不安・負担を抱える子育て家庭等へ

　支援員が家事・育児支援等を行う。

●保育サービスの充実●保育サービスの充実
● やわら保育園管理運営事業

●安全で安心な居場所づくり●安全で安心な居場所づくり
● 放課後児童健全育成事業（学童保育）

●子育て支援サービスの充実●子育て支援サービスの充実
● 地域子育て支援センター管理運営事業

● 子育て短期入所生活援助事業

● こども誰でも通園制度事業

　保護者の就労状況に関わらず0歳6ヶ月から3歳未満

　の未就学児が保育所などを利用できる。

1,938千円

10,641千円

1,110千円

879千円

1,245千円

936千円

852千円

63,394千円

6,295千円

9,632千円

39千円

156千円

２．ともに支え合う２．ともに支え合う
　　　　　　　快活なまち　　　　　　　快活なまち

    

  高齢者支援の充実高齢者支援の充実

    

  障がい者支援の充実障がい者支援の充実

●高齢者支援推進体制の推進●高齢者支援推進体制の推進
● 重層的支援体制整備事業

　住民が抱える複雑化・複合化した支援ニーズに対

　応する包括的支援体制を提供。

● 保健・介護一体的実施推進事業

　低栄養ハイリスク者への栄養指導、フレイル（心

　と体の動きが弱まってきた状態）予防などの健康

　教育の実施など。

●高齢者支援サービスの充実●高齢者支援サービスの充実
● 福祉灯油等購入助成事業

　灯油代助成：10千円　電気代助成：6千円

● 高齢者世帯等除雪費助成事業

　1シーズン20千円を限度に除雪委託費等の1/2を助成。  

●自立支援給付と地域生活支援事業の推進●自立支援給付と地域生活支援事業の推進
● 補聴器購入費助成事業

　身体障害者手帳の交付対象者とならない難聴児に

　補聴器購入費の一部を助成する

32,435千円

	

1,932千円

	

	

	

1,456千円

	

1,760千円

50千円

令和８年度予算

新規

新規

● こども家庭センター設置事業

●子育て世帯への経済的な支援●子育て世帯への経済的な支援
● 高等学校等通学等助成事業

　通学費・下宿代の1/2（上限10千円）を助成。

● 出産祝金支給事業

　1人出産につき200千円を支給。

● やわら保育園保育料減免事業

　やわら保育園保育料（月額基本保育料）を無料化。

● 乳幼児等医療費一部負担金助成事業

　高校生までの入通院に係る医療費を無料化。

384千円

3,960千円

1,000千円

1,656千円

3,932千円



1818

    

  防災体制の充実防災体制の充実

●総合的な防災体制の充実●総合的な防災体制の充実
● 防災対策推進事業

　地域防災マネージャーの配置、地域防災計画改定

　業務委託

● 災害対策用物資備蓄事業

　防災用備蓄品を購入。

●●防災・減災、国土強靱化の推進防災・減災、国土強靱化の推進
● 緊急自然災害防止対策事業（道路）

　大雨等による自然災害防止のため、2道路の舗装工

　事等を実施。

● 緊急浚渫推進事業

　大雨等による自然災害防止のため、1河川の河床掘

　削・立木伐採工事を実施。

● 排水機場施設整備事業

　碧水排水機場の施設等整備を実施（本工事）

13,449千円

1,401千円

9,020千円

9,570千円

61,985千円

    

  環境衛生の充実環境衛生の充実

● 除雪車両購入事業

●地域公共交通対策●地域公共交通対策
● 地域公共交通運行事業

●ごみ処理・リサイクル体制の充実●ごみ処理・リサイクル体制の充実
● ごみ収集運搬事業

● 北空知衛生センター組合負担金事業

　（北空知衛生センター車両更新（運搬用コンテナ車））

● 中・北空知廃棄物処理広域連合負担金事業

69,061千円

37,821千円

14,312千円

3,239千円

	

8,680千円

令和８年度予算

    

  自然環境保全自然環境保全

●新エネルギー施設の推進●新エネルギー施設の推進
● 住宅用太陽光発電システム設置助成事業

　太陽：1kw当たり7万円（上限28万円）、

　蓄電池：1kw当たり1万円（上限4万円）を助成。

　また令和6年度より各1kw当たり2万円（上限8万円）、

　1万円（上限4万円）を加算する（対象要件あり）。

880千円

    

  道路・公共交通の整備道路・公共交通の整備

●町道及び橋梁の整備・維持管理の推進●町道及び橋梁の整備・維持管理の推進
● 橋梁維持管理（長寿命化）事業

　橋梁点検業務委託、R8は町内19橋の点検を行う。

●除排雪等の充実●除排雪等の充実
● 公共施設除雪事業

● 道路除雪事業

20,159千円

	

	

20,816千円

53,143千円

４．安心して生活できる４．安心して生活できる
　　　　　　晴れやかなまち　　　　　　晴れやかなまち

    

  消防・救急の充実消防・救急の充実

●常備消防・救急救助体制の強化及び充実●常備消防・救急救助体制の強化及び充実
● 深川地区消防組合負担金事業

（消防救急体制整備事業（救急自動車購入・資機材庫

建設など））

205,346千円

    

  移住・定住の促進移住・定住の促進

●空き家・空き地の利活用の促進●空き家・空き地の利活用の促進
● 住宅等除却費助成事業

　空き家となった住宅等の解体除却に要する費用の

　一部を助成（解体費の1/2、上限1,000千円）。

●●移住・定住促進のための支援施策の検討・推進移住・定住促進のための支援施策の検討・推進
● 定住促進対策事業

　中古住宅取得･改修奨励事業･町外通勤者移住助成

　事業･子育て世帯町外通勤者助成事業など

● 結婚新生活支援事業

　新婚世帯の新生活に向け、引っ越し費用や新居購

　入費・家賃等の一部を助成する。

4,000千円

	

	

6,100千円

600千円

３．快適に暮らせる３．快適に暮らせる
　　　　　　　心豊かなまち　　　　　　　心豊かなまち



1919 令和８年４月号令和８年４月号

    

  行政経営の推進行政経営の推進

●行政の情報化の推進●行政の情報化の推進
● 社会保障・税番号制度事業

　マイナンバーカードの発行、マイナンバー制度の

　浸透を図るための環境を整備など。

●自治体DXの推進●自治体DXの推進
● 情報システム管理運用事業

　総合行政システムの標準化対応を行う。

●健全な財政運営の推進●健全な財政運営の推進
● 減債基金管理運用事業（基金積立）

　将来負担軽減のため後年度公債費償還財源として

　基金積立。

●公共施設の計画的な維持管理と適正配置●公共施設の計画的な維持管理と適正配置
● 車輌センター整備事業

　R8に建設した車輌センターの外構工事を実施

● 学校施設等再編・整備推進事業

　学び・交流・子育て支援拠点創出事業実施設計（建

　築・外構）

● 集落対策事業

　北竜町ポータルサイト管理運営、情報発信による

　北竜町支援活動の推進。新規就農者受入体制整備

　の推進、イベント企画運営や移住促進、地域公共

　交通の運行、農地流動化対策の促進、農業振興対

　策の促進

● 地域活性化起業人事業

　地方創生事業に取り組む上での課題に対し専門的

　なノウハウや知見を活かして事業を実施するため、

　地域活性化起業人の協力を得る。

● 地域プロジェクトマネージャー事業

　自治体がプロジェクト実施により成果をあげてい

　くために、専門的知識や経験を持つ都市部からの

　外部人材の協力を得る。

5,288千円

103,016千円

80,501千円

66,000千円

130,603千円

令和８年度予算

    

  学校教育の充実学校教育の充実

    

  生涯学習の充実生涯学習の充実

●学校教育の充実●学校教育の充実
● 小学校学習支援員配置事業

● 小学校特別支援教育支援員配置事業

● 小学校臨時教職員補充事業

● 小・中学校ICT環境整備事業

 (小学校:861千円、中学校:529千円)

　保護者連絡アプリ導入

●青少年の体験・交流活動等の促進●青少年の体験・交流活動等の促進
● 課外活動支援事業

● 外国語教育推進事業

● 語学留学助成事業

● 部活動地域移行推進事業

　地域や大学などと連携し、休日における部活動指

　導の地域移行体制の構築を図る

●社会教育施設の整備充実・有効活用●社会教育施設の整備充実・有効活用
● 農村環境改善センター空調設備整備事業

　トレーニングルーム、武道室にエアコン設置

● 碧水生きがいセンター環境整備事業

　大規模改修工事

2,903千円

6,020千円

6,754千円

1,390千円

1,489千円

6,548千円

4,182千円

1,186千円

10,857千円

34,551千円

５．すべての世代が５．すべての世代が
　　　成長し合う活発なまち　　　成長し合う活発なまち

新規

    

  地域コミュニティへの支援地域コミュニティへの支援

●地域の活性化に向けた支援の充実●地域の活性化に向けた支援の充実
● 地域おこし協力隊事業

　情報発信・スポーツインストラクター・有害鳥獣

　対策等の分野における地域活性化を促進。

126,500千円

６．人と想いをつなげ６．人と想いをつなげ
　　　　　　　躍動するまち　　　　　　　躍動するまち

新規

60,000千円

	

	

10,100千円

7,000千円



2020

令和８年度予算

    

  地域未来交付金事業地域未来交付金事業（2025年度開始事業）（2025年度開始事業）

●コンパクトタウンの推進●コンパクトタウンの推進
● まちなか活性化・コンパクトタウン推進事業

● 市街地エリア移住促進・居住環境確保対策事業

● 福祉・安心エリア交流促進・活躍環境づくり事業

● 安全安心確保・健康づくり推進事業

●新たな地域公共交通ネットワークの確立●新たな地域公共交通ネットワークの確立
● 地域基幹交通システム構築事業

● 地域の移動とコミュニティ機能維持・活性化推進事業

●まちづくり人財・組織育成●まちづくり人財・組織育成
● まちづくり人材確保・育成事業

● まちづくり組織支援事業

143,550千円

61,919千円

143,847千円

55,440千円

101,849千円

29,755千円

57,552千円

57,321千円

    

  移住定住促進住宅整備事業移住定住促進住宅整備事業

    

  観光交流センター整備事業観光交流センター整備事業

● 移住定住促進住宅建設工事

● 既移住定住促進住宅外構工事

● 観光交流センター実施設計委託

103,495千円

2,728千円

114,297千円

    

  地域未来交付金事業地域未来交付金事業（2022年度開始事業）（2022年度開始事業）

●●みんなで創り育てる「地域商社」事業みんなで創り育てる「地域商社」事業
● 北竜版まちづくり会社体制整備・運営支援事業

● ひまわりの里等プロモーション展開事業

● ひまわりの里等イベント開催事業

● ひまわりの里誘客促進事業

● アクティビティ開発促進事業

● サンフラワーパーク北竜温泉魅力向上事業

● 移動販売システム構築事業

●●外貨獲得×しごとづくりのためのフィールド整備事業外貨獲得×しごとづくりのためのフィールド整備事業
● ひまわりライス販路拡大事業

● 農産物を活用した特産品開発等事業

● プラットフォーム企画運営支援・デジタル活用支援推進事業

3,000千円

4,400千円

4,700千円

38,000千円

7,400千円

2,000千円

2,200千円

5,000千円

5,500千円

5,700千円

７．楽しい「ひまわり暮らし」を実現し、７．楽しい「ひまわり暮らし」を実現し、
　　次世代に引き継がれる未来志向のまち　　次世代に引き継がれる未来志向のまち
　　（地方創生の推進）　　（地方創生の推進）

● 「ひまわりホールディングス」構築・伴走支援事業

●主体的・共創的な地域や●主体的・共創的な地域や

　町外とつながって学ぶ教育・子育て　町外とつながって学ぶ教育・子育て
● 子どもの学びと成長促進事業

● 楽しい子育て環境充実・強化事業

●ブランド確立・プロモーションの推進●ブランド確立・プロモーションの推進
● ブランドマネジメント・実践事業

● プロモーション展開事業

●交流人口及び関係人口の創出・拡大・深化●交流人口及び関係人口の創出・拡大・深化
● 「ひまわりパーク」構想策定・整備関連事業

● 「ひまわりパーク」体験価値向上事業

● 大学生やクリエイター等との連携による未来創生・応援事業

● デジタル地域社会の形成● デジタル地域社会の形成
● 新しいデジタル技術活用促進事業

71,148千円

258,203千円

110,110千円

110,121千円

181,500千円

48,719千円

238,095千円

34,551千円

211,970千円



2121 令和８年４月号令和８年４月号

町民一人あたりに計算すると

※住民基本台帳人口（令和８年３月１日現在）１，５５３人で算出

内　　　訳

総   務   費 ２，１５６，９４９円 商   工   費    　１８，５６２円 そ   の   他
（議会費・労働費・
 災害復旧費・
 公債費・職員給・
 予備費）

６６２，３７１円
民   生   費 　 ２４０，３６５円 土   木   費    ２２０，３１１円

衛   生   費 　 １７９，５２６円 消   防   費    １３２，３４８円

農林水産業費 　 ３０９，９６１円 教   育   費    １６７，６９５円

合　　計 ４，０８８，０８８円

令和８年度予算

町立診療所事業特別会計町立診療所事業特別会計

介護保険特別会計介護保険特別会計

簡易水道事業会計簡易水道事業会計

農業集落排水事業 及び農業集落排水事業 及び
個別排水処理事業会計個別排水処理事業会計

特別養護老人ホーム事業特別会計特別養護老人ホーム事業特別会計

特別会計の主な事業特別会計の主な事業

    

  地域医療の充実地域医療の充実
    

  高齢者支援の充実高齢者支援の充実

    

  水道・下水道の整備水道・下水道の整備
    

  高齢者支援の充実高齢者支援の充実

    

  水道・下水道の整備水道・下水道の整備

●地域医療体制の充実●地域医療体制の充実
● 町立診療所運営事業

● 町立歯科診療所運営事業

● 町立診療所医薬材料購入事業

●高齢者支援サービスの充実●高齢者支援サービスの充実
● 特別養護老人ホーム運営事業

● 特別養護老人ホーム設備整備事業

●農業集落排水施設の適正管理と加入促進●農業集落排水施設の適正管理と加入促進
● 和浄化センター機能強化対策事業（設備更新）

　

　和浄化センター機械電気設備更新。R8は実施設計を行う。

●浄化槽の適正管理と設置促進●浄化槽の適正管理と設置促進
● 浄化槽整備事業

　合併浄化槽（7人槽）を1基設置。

●介護保険事業の推進●介護保険事業の推進
● 介護保険事業計画策定事業

　第10期介護保険事業計画策定業務委託

● 介護予防・生活支援サービス事業

　介護予防訪問介護、介護予防通所介護の実施。

● 一般介護予防事業

　一般介護予防事業、地域リハビリテーション活動

　支援事業の実施。

● 在宅医療介護連携推進事業

　北空知地域医療・介護連携支援センター事業の実施。

● 認知症総合支援事業

　認知症の早期診断・早期対応に向けた支援を実施。

●簡易水道事業による給水体制の整備●簡易水道事業による給水体制の整備
● 簡易水道施設整備（配水管更新）事業

　配水管更新実施設計、美葉牛地区水道添架管更新工事。

45,303千円

16,749千円

21,860千円

424,550千円

49,366千円

20,000千円

	

3,000千円

5,720千円

5,832千円

1,127千円

1,576千円

1,689千円

143,100千円

新規

新規
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　令和７年第４回定例会において議会の同意を賜り、前北竜町長の佐野豊氏に名誉町民の称号が授与され、２

月２２日、名誉町民推戴式が執り行われました。佐野氏は平成２４年２月から北竜町長として３期１２年在職

され、健全な行財政運営や農業、商工業の振興発展、福祉の向上に尽力されました。

佐野豊氏を名誉町民に推戴

　２月１９日に北竜町オリジナル絵本「きみのえほん」の第１回贈呈式を開催しました。この絵本は、赤ちゃ

ん一人ひとりのお名前と保護者のメッセージが掲載された世界に一冊だけの絵本です。

　町全体で赤ちゃんの誕生をお祝いする気持ちを形にして伝えたいとの思いから、赤ちゃんが成長したときに、

自分が多くの人に祝福されて生まれてきたことを感じてもられるよう、内容の検討を重ねて製作されました。

　贈呈式は対象となる２家族と赤ちゃんの笑顔があふれる和やかな雰囲気の中で行われ、保護者からは「こど

ものために町をあげて取り組んでくれて嬉しい」という声が聞かれました。この絵本が親子のふれあいの時間

を紡ぎ、ふるさとへの愛着を育むきっかけとなることを願っています。

北竜町オリジナル絵本「きみのえほん」贈呈式

　北竜町防災備蓄倉庫が北海道の実施する「ＨＯＫＫ

ＡＩＤＯ ＷＯＯＤ ＢＵＩＬＤＩＮＧ」に登録され、３

月５日、すこやかセンターにて北海道空知総合振興局

長より木製の登録証が交付されました。

　本登録は道産木材製品の魅力を広く発信し、認知度

の向上を図るとともに、建築物の木造化・木質化を推

進することで道産木材製品の利用を拡大することを目

的としており、防災備蓄倉庫では柱・梁・壁に道産木

材が使用されています。

北竜町防災備蓄倉庫が「HOKKAIDO WOOD BUILDING」に登録されました



2323 令和８年４月号令和８年４月号

議会広報委員会議会広報委員会Ｎｏ．４１８

【
４
月
】

１
日
…
北
竜
町
立
や
わ
ら
保
育
園
入
園
式

７
日
…
北
竜
町
立
北
竜
中
学
校
入
学
式

８
日
…
北
竜
町
立
真
竜
小
学
校
入
学
式
、

交
通
安
全
祈
願
祭

未
定
…
総
務
産
業
常
任
委
員
会
、
例
月

出
納
検
査

【
３
月
】

２
日
…
議
会
運
営
委
員
会

４
日
…
北
竜
町
交
通
安
全
協
会
定
期
総
会

６
日
…
町
内
団
体
長
会
議

９
～
13
日
…
令
和
８
年
第
１
回
定
例
会

12
日
…
北
竜
町
立
北
竜
中
学
校
卒
業
式

13
日
…
議
会
運
営
委
員
会

16
日
…
北
竜
町
農
民
協
議
会
定
期
総
会

19
日
…
北
竜
町
立
真
竜
小
学
校
卒
業
式

21
日
…
北
竜
町
立
や
わ
ら
保
育
園
卒
園
式

23
日
…
一
部
事
務
組
合
定
例
会

24
日
…
例
月
出
納
検
査
（
監
査
委
員
）

26
日
…
総
務
産
業
常
任
委
員
会

　

長
い
冬
が
終
わ
り
、
農
家
さ

ん
も
忙
し
い
時
期
に
な
り
ま
し

た
。
雪
ど
け
も
早
か
っ
た
の
で

春
作
業
も
ス
ム
ー
ズ
に
行
わ
れ

て
い
く
こ
と
を
願
い
ま
す
。

　

２
月
に
コ
コ
ワ
で
議
員
カ
フ

ェ
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
以
前

ま
で
の
対
面
式
の
報
告
会
で
は

な
く
、
参
加
し
た
皆
さ
ん
と
も

一
緒
に
円
卓
で
コ
ー
ヒ
ー
な
ど

飲
み
な
が
ら
色
々
な
ご
意
見
を

お
聞
き
し
ま
し
た
。

　

私
が
担
当
し
た
テ
ー
ブ
ル
で

は
、
昨
年
10
月
よ
り
運
行
開
始

し
た
「
ひ
ま
わ
る
」
の
話
が
多

か
っ
た
で
す
。

　

一
月
に
議
員
団
で
「
ひ
ま
わ

る
」
を
使
い
深
川
ま
で
利
用
し

て
き
ま
し
て
、
私
の
高
校
時
代

と
比
較
し
な
が
ら
乗
っ
て
き
ま

し
た
（
何
十
年
も
前
で
す
が
…
）

　

北
竜
町
で
全
員
乗
せ
た
後
は

深
川
ま
で
停
留
し
な
い
の
で
ス

ム
ー
ズ
に
着
き
ま
す
し
、
深
川

の
主
要
な
場
所
で
の
乗
り
降
り

も
出
来
ま
す
。
Ｇ
Ｐ
Ｓ
で
バ
ス

の
現
在
地
が
ス
マ
ホ
で
わ
か
る

の
で
冬
の
寒
い
日
・
夏
の
暑
い

日
な
ど
タ
イ
ミ
ン
グ
を
み
て
乗

車
で
き
る
と
い
っ
た
点
に
お
い

て
便
利
だ
な
と
感
じ
ま
し
た
。

　

短
期
間
で
関
係
機
関
と
話
し

合
い
を
し
、「
ひ
ま
わ
る
」
を

作
り
上
げ
た
町
・
担
当
者
・
運

転
手
さ
ん
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。

　

た
だ
、
ま
だ
実
証
実
験
中
な

の
で
、
予
約
の
不
具
合
や
運
行

時
間
の
要
望
、
ス
マ
ホ
を
使
え

な
い
と
不
便
（
電
話
で
も
予
約

可
能
で
す
）
な
ど
改
善
点
が
あ

る
の
も
事
実
で
す
の
で
、
こ
れ

か
ら
も
注
視
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　

（
沖
野 

学
）

　北竜町できらりと光る町民を紹介するインタビューメディア『ひまわりのま

わり 』 。令和 7 年度は「谷本かよ子さん」「武下智美さん」「藤信清彦さん」「山

上未春さん」「中村裕世さん」「岸直樹さん」「堂前智史さん」「宮崎芳希さん」

の 8 名を記事をアップしてきました。4 月以降の更新もお楽しみに！

【問い合わせ先】役場まち未来戦略課　℡：３４‐７０２９
https://note.com/
himawari_mawari

インタビューインタビュー
　メディア　メディア 『ひまわりのまわり』『ひまわりのまわり』更新情報更新情報
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今
月
の
行
政
相
談

高
齢
者
運
転
免
許
証

自
主
返
納
時
の
無
料
送
迎
日

　

65
歳
以
上
の
方
で
運
転
免
許
証

を
自
主
返
納
さ
れ
る
方
を
対
象
に
、

自
宅
か
ら
深
川
警
察
署
沼
田
警
察

庁
舎
ま
で
無
料
送
迎
を
行
い
ま
す
。

【
４
・
５
月
の
無
料
送
迎
日
】

■
４
月
20
日
（
月
）

※
申
し
込
み
期
限
４
月
15
日（
水
）

■
５
月
18
日
（
月
）

※
申
し
込
み
期
限
５
月
15
日（
金
）

【
申
し
込
み
先
】

　

役
場
こ
ど
も
・
く
ら
し
応
援
課

　

戸
籍
・
町
民
生
活
係

　

℡
３
４
‐
７
０
３
０

　

毎
日
の
暮
ら
し
の
中
で
行
政
が

行
っ
て
い
る
年
金
、
道
路
、
河
川
、

窓
口
サ
ー
ビ
ス
等
に
対
す
る
、
不

満
や
苦
情
、
ま
た
は
要
望
や
意
見

な
ど
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　

相
談
は
無
料
で
、
口
頭
・
電
話
・

手
紙
で
の
相
談
は
い
つ
で
も
受
け

付
け
て
い
ま
す
。

【
今
月
の
定
例
相
談
日
】

　

４
月
21
日(

火)

　

13
時
30
分
～
15
時
30
分

【
場
所
】

　

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

【
行
政
相
談
委
員
】

　

長
谷
川
秀
幸

　

℡
３
４
‐
２
６
１
１

○日時　４月９日（木）

　　　　10:00～11:30

　場所　子育て支援センター

　内容　子育て支援センターの紹介

ピカピカキッズ
○日時　４月13日（月）

　　　　10:00～11:30

　場所　子育て支援センター

　内容　ヨガ教室

ちびっこひろば

北竜町地域子育て支援センター
℡：３４‐８８０２

■夜間急病テレホンセンター ℡：22-4100
※急病のため夜間・深夜・土曜日の午後から診療を受ける場合は、
　夜間急病テレホンセンターに電話をしてから受診してください。

心
配
ご
と
相
談

　

民
生
委
員
児
童
委
員
・
人
権
擁
護

委
員
に
よ
る
心
配
ご
と
相
談
を
次

の
日
程
に
よ
り
開
催
い
た
し
ま
す
。

【
日
時
】　

４
月
21
日(

火)

　
　
　
　

13
時
30
分
～
15
時
30
分

【
場
所
】　

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

【
担
当
者
】

■
民
生
委
員
児
童
委
員

　

南
委
員
・
有
馬
委
員

■
人
権
擁
護
委
員

　

藤
井
委
員

月日 医 療 機 関 名 医療機関名（歯科）※診療時間
は9時～12時

4/5
 （日）

深川市立病院
℡ 22-1101

中神歯科医院
℡ 35-2456

4/12
 （日）

深川市立病院
(担当医・
 みきた整形外科クリニック
 院長 三木田 光）

℡ 22-1101

Ｅデンタルクリニック
℡ 0125-24-9469

4/19
 （日）

深川市立病院
(担当医・北竜町立診療所
 所長 浦本幸彦）

℡ 22-1101

みなみ歯科医院
℡ 0125-24-3734

4/26
 （日）

深川市立病院
℡ 22-1101

さいとう歯科
℡ 0125-77-2088

4/29
 （水）

北海道中央病院
℡ 22-2135

5/3
 （日）

深川市立病院
℡ 22-1101

5/4
 （月）

深川市立病院
℡ 22-1101

5/5
 （火）

深川市立病院
℡ 22-1101

5/6
 （水）

深川市立病院
℡ 22-1101

休 日 当 番 医



2525 令和８年４月号令和８年４月号

汚
泥
か
ら
作
っ
た
堆
肥

　

北
竜
コ
ン
ポ
ス
ト
販
売

　

本
年
も
、
和
・
碧
水
地
区
の
下

水
処
理
過
程
で
出
る
汚
泥
か
ら
作

っ
た
堆
肥
「
北
竜
コ
ン
ポ
ス
ト
」

を
販
売
し
ま
す
。

　

家
庭
菜
園
等
に
も
利
用
で
き
ま

す
の
で
、
希
望
さ
れ
る
方
は
役
場

建
設
課
上
下
水
道
係
（
℡
３
４
‐

７
０
３
４
）
ま
で
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。
な
お
、
生
産
量
が
少
な

い
た
め
、
１
申
込
に
つ
き
３
袋
の

限
定
販
売
と
し
ま
す
。
予
定
数
量

に
達
し
ま
し
た
ら
、
終
了
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

【
価
格
】
１
袋
（
18
㎏
）
２
５
０
円

【
配
送
】
４
月
下
旬
を
予
定
し
て

い
ま
す
。
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ

ー
に
委
託
し
ま
す
。

■主な成分の含有量
（平均的な測定値）

窒素全量 　（％） 　 ３．９

りん酸全量（％） 　 ４．４

加里全量 　（％） 　 ０．５

銅全量　（mg/kg） 　８０４

炭素窒素比 　 ７．０

防
災
行
政
無
線
戸
別
受
信
機

の
貸
与
に
つ
い
て

　

現
在
、
町
で
は
町
内
の
各
世
帯

ま
た
は
事
業
所
等
に
戸
別
受
信
機

を
無
償
で
貸
与
し
て
お
り
ま
す
。

　

近
年
多
発
す
る
気
象
災
害
時
に

向
け
た
防
災
体
制
の
推
進
や
ミ
サ

イ
ル
発
射
な
ど
の
緊
急
事
態
の
通

知
、
町
政
の
普
及
、
啓
発
、
連
絡

の
た
め
整
備
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

転
入
や
転
居
さ
れ
た
方
、
新
築
、

事
業
所
の
新
設
等
で
戸
別
受
信
機

が
な
い
方
は
役
場
ま
で
ご
連
絡
・
ご

相
談
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
無
線
が
入

ら
な
い
等
の
異
常
に
つ
き
ま
し
て

も
ご
連
絡
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

役
場
総
務
課　

防
災
・
管
財
係

　

℡
３
４
‐
７
０
２
８

ダ
ム
か
ら
の
水
に

　
　
　

注
意
し
ま
し
ょ
う

　

雨
竜
川
の
上
流
の
鷹
泊
ダ
ム
で

は
、
雪
解
け
水
な
ど
ダ
ム
に
流
れ

て
く
る
水
が
多
く
な
っ
た
場
合
、

水
を
放
流
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

川
の
水
が
増
え
大
変
危
険
で
す

の
で
、
ダ
ム
か
ら
放
流
す
る
と
き

は
音
声
放
送
と
サ
イ
レ
ン
で
お
知

ら
せ
し
ま
す
。
河
原
や
川
の
中
に

入
ら
な
い
で
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

北
海
道
企
業
局

　

鷹
泊
発
電
管
理
事
務
所

　

℡
２
８
‐
２
２
６
１

よ
う
こ
そ
北
竜
へ

　

３
月
か
ら
北
竜
町
で
働
く
方
を

ご
紹
介
し
ま
す
。

北竜町役場

酒
さ か い

井 敏
としろう

郎 　　　
地域おこし
協力隊員

まちの動き
３月１日現在（前月比）

世帯数　７６３世帯(＋２)
 人口 １, ５５３人(±０)
　男　　　７４４人(－１)
　女　　　８０９人(＋１)

(外国人含)

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の

時
間
外
窓
口
に
つ
い
て

　

左
記
の
日
程
で
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
関
連
手
続
き
の
窓
口
を
開

設
し
ま
す
。
事
前
の
電
話
予
約
が

必
要
と
な
り
ま
す
の
で
お
間
違
い

の
な
い
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

※
時
間
外
窓
口
で
は
転
入
・
転
居
・

転
出
な
ど
の
住
所
の
移
動
、
印
鑑

登
録
、
証
明
書
発
行
業
務
等
は
行

い
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

【
日
時
】　
４
月
20
日
（
月
）
～

　
　
　
　

４
月
24
日
（
金
）

　
　
　
　

い
ず
れ
も
19
時
迄

　
　
　
　

※
電
話
予
約
必
須

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

役
場
こ
ど
も
・
く
ら
し
応
援
課

　

戸
籍
・
町
民
生
活
係

　

℡
３
４
‐
７
０
３
０

■
ヒ
グ
マ
出
没
情
報
を
確
認

　
自
治
体
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
新

聞
、
テ
レ
ビ
な
ど
で
ヒ
グ
マ
の
出

没
情
報
を
確
認
す
る
。

■
複
数
で
行
動

　
ヒ
グ
マ
か
ら
身
を
守
る
に
は
複

数
人
で
行
動
し
、
熊
撃
退
ス
プ
レ

ー
を
持
つ
よ
う
に
す
る
。

■
ふ
ん
や
足
跡
を
見
つ
け
た
ら
、

す
ぐ
に
引
き
返
す

　
ふ
ん
や
足
跡
、
農
作
物
や
草
木

な
ど
が
食
い
ち
ぎ
ら
れ
た
跡
を
見

つ
け
た
と
き
は
す
ぐ
に
引
き
返
す
。

■
食
べ
物
は
必
ず
持
ち
帰
る

　
人
間
の
食
べ
物
の
味
を
覚
え
る

と
、
そ
れ
を
目
当
て
に
ゴ
ミ
捨
て

場
な
ど
に
繰
り
返
し
出
没
す
る
の

で
、
山
中
に
生
ゴ
ミ
を
放
置
し
た

り
、
埋
め
た
り
し
な
い
。

■
も
し
も
ヒ
グ
マ
と
遭
遇
し
た
ら

　
騒
い
だ
り
、
背
中
を
見
せ
て
逃

げ
た
り
せ
ず
、
ゆ
っ
く
り
と
静
か

に
立
ち
去
る
。

春
は
ヒ
グ
マ
と
の

　
　
　
　
遭
遇
に
注
意
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春
の
山
水
に
不
足
の
な
き
暮
し           

　
山
本
玲
子

玄
関
の
日
差
し
に
和
む
紙
の
雛             
山
岸
正
俊

真
向
か
い
の
特
養
の
窓
春
日
射
す       

　
　
吉
尾
広
子

点
在
の
農
家
美は

し
き
や
雪
明
り       

　
　
　
山
下
好
晴

せ
せ
ら
ぎ
に
言
葉
集
め
て
猫
柳         

　
　
佐
藤
美
智
子

久
々
の
街
へ
春
日
の
エ
ス
コ
ー
ト           

阿
部
れ
い
子

 

■
お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す

　

和
本
町  

黒
田  

洋
子　

氏 

77
歳

              

（
２
月
22
日
死
去
）

　

西　

川  
高
畑 

秀
四
郎 

氏 

92
歳

              
（
２
月
26
日
死
去
）

生
前
の
お
礼
と
し
て

  

社
会
福
祉
協
議
会
へ

　

  

西
川　

高
畑 

ツ
ヤ
子  

様

寄
付

  

永
楽
園
へ

　

  

和
東
町　

川
本 

弥
生　

様

北竜町の事件・事故の発生状況（２月末現在）

犯罪の発生件数 交通事故の発生件数

空き巣
工事場
狙い

置き
引き

粗暴犯 その他 合計

2026年 ０ ０ ０ ０ ０ ０

2025年 ０ ３ ０ ２ １ ６

人 身 事 故 物 損 事 故

2026年 ０ 2026年 ４

2025年 ０ 2025年 38

被保険者種別 こんなとき 種別（異動） 届出先

自営業・自由業・

農林林業・学生など

就職したとき

（厚生年金や共済組合に加入）
第１号→第２号 勤務先

海外に転出する人が引き続き

国民年金に加入するとき
第１号任意加入 市町村

保険料を納めるのが難しいとき 第１号 市町村

会社員・公務員など

（厚生年金や共済組合に
加入している人）

退職したとき

本人 第２号→第１号 市町村

扶養されている

配偶者
第３号→第１号 市町村

第２号被保険者に

扶養されている配偶者

２０歳になったとき 第３号 配偶者の勤務先

配偶者の扶養からはずれたとき

（離婚・収入増の場合）
第３号→第１号 市町村

第
１
号

第
２
号

第
３
号

【問い合わせ先】　役場こども・くらし応援課　戸籍・町民生活係　℡：３４‐７０３０

節目、節目の届出を忘れずに！
日本に住む２０歳から６０歳の人は全員加入

国民年金は、まず届け出から！国民年金は、まず届け出から！
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申込みましょう、がん検診
（担当：保健師　田中 望美）

【 第６４回 】

令和８年４月27日令和８年４月27日（月）（月）までです

※今年度より、６月の住民健診が２日間の日程となります。
　申込みの際は都合のよい日程を選んでお申込みください。▲住民健診申込 ▲人間ドック・

ミニドック申込

■住民健診・人間ドック等の申込み〆切りは

　今や日本人の２人に１人がかかると言われる「がん」は、医学の進歩により、「早期治療で

９割以上が治る」と言われています。ですが、日本のがん検診受診率は欧米に比べてまだ低

いのが現状です。

　「忙しくて時間がない」「元気だから大丈夫」と、検診の申込を後回しにしていませんか？ 

がん検診において最も大切なのは、「自覚症状がないうちに受けること」です！

■４０歳以上の北竜町民は無料で受けられる「６大がん検診」

■早期発見がもたらす「３つの軽い」

　厚生労働省が推奨する主な検診（胃・肺・大腸・乳・子宮がん）と前立腺がん検診（５０

歳以上）は、年１回ずつ（乳・子宮がんは２年に１回ずつ）町が検診費用の全額を助成します。

　４月広報紙とともに配布した『北竜町検診ガイド』をご確認の上、忘れないうちにすぐ検

診を申し込みましょう！

早期発見は、命が助かる確率が上がる以外にも大きなメリットがあります。

①体の負担が軽い

　手術の範囲が小さく済む、通院で治療できるなど、体へのダメージが最小限で済みます。

②心の負担が軽い

　「仕事はどうなる？」「家族は？」といった不安も、早期であれば見通しが立ちやすく、

　社会復帰もスムーズです。

③経済的な負担が軽い

　進行がんに比べて治療費や入院費が大幅に抑えられます。

■今年も受けましょう、がん検診！■今年も受けましょう、がん検診！

４月の
保健・介護予防

行事

※変更になる場合がありますので、防災無線等でご確認ください。

● モグモグ☆クッキング

● 乳幼児健診

● 認知症物忘れ相談

 17日（金）10:00～11:30　すこやかセンター

 28日（火）12:00～       すこやかセンター

 21日（火）10:00～11:30　商業活性化施設ココワ研修室

 27日（月）10:00～11:30　碧水地域支え合いセンター
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　　　北竜町無火災期間  （令和８年３月２０日現在）
　　　　　　 第１分団区域　　　 ２，０７７日間
　　　　　　 第２分団区域　　　 　 ６３４日間

 令和８年深川地区消防組合管内火災発生件数　２件
　 内訳　北　竜　０件　　深　川　２件　　秩父別　０件
　　　　 妹背牛　０件　　沼　田　０件

●林野火災注意報・林野火災警報について

　令和７年２月に岩手県大船渡市で発生した大規模な林野火災を踏まえ、令和８年４月１日より

空気の乾燥や強風などで林野火災の危険性が高まる場合に、「林野火災注意報」及び「林野火災

警報」が発令されます。発令の対象期間は、毎年３月～６月（令和８年は、４月～６月）の間に

一定の気象条件に達したときに発令され、発令の対象区域は、北竜町における森林（国有林、道

有林及び町有林・私有林等の一般民有林）に限定され、発令中は林野において火の使用が制限又

は禁止することが設けられました。

●発令基準

１． 林野火災注意報

　以下の（１）又は（２）のときに「林野火災注意報」が発令されます。

　（１） 前３日間の合計降水量が１mm以下、かつ、前３０日間の合計降水量が３０mm以下

　（２） 前３日間の合計降水量が１mm以下、かつ、気象庁が乾燥注意報を発表した場合

　※当日に降水が見込まれる場合や積雪がある場合には、発令しない場合もあります。

２．林野火災警報

　林野火災注意報の発令指標に加え、気象庁が強風注意報を発表したときに「林野火災警報」が

発令されます。

　※当日に降水が見込まれる場合や積雪がある場合には、発令しない場合もあります。

●林野火災注意報・林野火災警報が発令された場合

１．林野火災注意報発令時には、火の使用が制限され、努力義務が課せられます。

２．林野火災警報発令時には、火の使用が禁止され、義務が課せられます。（罰則の適用あり）

●発令時の周知方法

北竜消防ホームページや防災無線、消防車による車両広報などで周知します。

●火の使用制限及び禁止について

１．山林、原野等において火入れをしないこと。

２．煙火（花火）を消費しないこと。

３．屋外において火遊び又はたき火をしないこと。

４．屋外においては、引火性又は爆発性の物品その他の可燃物の付近で喫煙しないこと。

５．山林、原野等の場所で喫煙をしないこと。

６．残火（たばこの吸殻を含む）、取灰又は火粉の始末をすること。

令和８年４月１日令和８年４月１日よりより
「林野火災注意「林野火災注意報報・・林野火災警報林野火災警報」」の運用を開始しますの運用を開始します
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●たき火等の届出について

　林野火災注意報・警報の運用開始に伴い、たき火等を行う場合は、深川地区消防組合火災予防

条例第４５条に基づき、事前に「火災とまぎらわしい煙又は火災を発するおそれのある行為届出

書」の提出が必要になります。

　この届出は、火災とまぎらわしい行為を事前に把握するものであり、受理することで他の法令

に係る焼却を許可するものではありません。また、煙、異臭等苦情が寄せられた場合や林野火災

注意報・警報が発令された場合は、火の使用制限・禁止及びたき火等の消火を指導することがあ

ります。

●届出が必要な行為の例

１．林野、原野、農地でのたき火

２．農作業に伴う焼却

３．キャンプファイヤー

４．どんど焼き

５．その他、煙や火炎を伴う屋外での火気使用

※バーベキューや七輪（木炭使用）、ガス器具を使用する場合は届出に該当しません。

●注意事項

１．たき火に該当しない行為でも、火災とまぎらわしい行為であれば届出が必要になります。

２．廃棄物処理法などにおいて、例外を除き、町内で一般ごみを燃やす等の行為は禁止となって

　　います。

３．たき火等を行う際は、消火用水や消火器を必ず準備してください。

４．たき火等を行っている間はその場を離れず、終了後は完全に消火してください。

●届出方法

　たき火等を行う前に、「火災とまぎらわしい煙又は火災を発するおそれのある行為届出書」を

提出してください。

【届出先】北竜消防予防係

※届出の様式については、北竜消防又は消防HPにあります。

期間：４/２０ ～ ４/３０

春 の 火 災 予 防 運 動春 の 火 災 予 防 運 動

全国統一防火標語：急ぐ日も 足止め火を止め 準備よし

不明な点があれば北竜消防（℡：３４‐２２００)までご連絡ください。
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診療所長　浦本幸彦
Ｎｏ．３３０

　

新
年
度
の
始
ま
り
で
す
。

新
一
年
生
の
学
生
さ
ん
、
社
会
人

さ
ん
、
新
し
い
世
界
へ
突
入
で
す
。

戸
惑
う
こ
と
も
あ
る
で
し
ょ
う
が

勇
気
を
も
っ
て
進
ん
で
く
だ
さ
い
。

先
輩
方
は
優
し
く
あ
な
た
方
を
迎

え
入
れ
て
く
れ
る
で
し
ょ
う
。

（
優
し
く
な
！
先
輩
方
）

　

さ
て
除
雪
も
ひ
と
段
落
し
農
作

業
も
始
ま
っ
た
よ
う
で
す
。
体
調

管
理
を
し
っ
か
り
と
し
て
お
仕
事

に
励
ん
で
く
だ
さ
い
。

家
庭
菜
園
の
方
も
体
を
慣
ら
し
て

か
ら
作
業
に
入
っ
て
く
だ
さ
い
。

高
齢
者
は
こ
の
時
期
準
備
期
間
な

し
に
い
き
な
り
本
番
に
臨
む
も
の

だ
か
ら
足
が
つ
る
だ
の
、
ア
チ
コ

チ
痛
い
だ
の
で
診
療
所
に
飛
び
込

ん
で
く
る
事
が
あ
り
ま
す
。

畑
仕
事
、
庭
仕
事
に
耐
え
ら
れ
る

体
作
り
を
し
て
か
ら
畑
作
り
を
し

て
く
だ
さ
い
。

　

こ
の
時
期
あ
る
症
状
を
訴
え
る

方
が
複
数
名
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

動
悸
で
す
。
皆
さ
ん
毎
年
こ
の
時

期
に
動
悸
を
自
覚
す
る
そ
う
で
す
。

そ
し
て
ほ
ぼ
正
確
な
自
己
診
断
が

出
来
て
い
ま
す
。

そ
う
で
す
、「
ス
ト
レ
ス
」
で
す
。

　

ス
ト
レ
ス
と
は
、
環
境
や
生
活

状
況
の
変
化
な
ど
の
ス
ト
レ
ス
要

因
に
対
し
生
物
が
生
理
的
、
心
理

的
に
反
応
す
る
事
と
書
い
て
あ
り

ま
す
。
文
章
に
す
る
と
そ
ん
な
も

ん
だ
べ
と
思
い
ま
す
が
、
思
っ
た

事
や
考
え
た
事
、
あ
る
い
は
考
え

も
し
な
か
っ
た
事
が
体
に
影
響
を

及
ぼ
す
な
ん
て
不
思
議
で
す
よ
ね
。

　

ス
ト
レ
ス
を
感
じ
る
と
脳
が
反

応
し
自
律
神
経
や
ホ
ル
モ
ン
に
作

用
し
ま
す
。
体
は
戦
闘
（
興
奮
）

状
態
に
な
り
ま
す
。
血
圧
や
脈
拍

は
上
昇
し
食
欲
は
な
く
な
り
ま
す
。

免
疫
力
も
低
下
し
、
気
持
ち
も
不

安
定
に
な
り
ま
す
。

　

農
家
の
方
が
、「
あ
あ
～
ソ
ロ

ソ
ロ
仕
事
が
始
ま
る
。
あ
～
大
変

な
毎
日
が
始
ま
る
の
か
」
な
ん
て

感
じ
る
と
体
が
反
応
し
て
ド
キ
ド

キ
す
る
の
で
し
ょ
う
ね
。
よ
っ
ぽ

ど
つ
ら
い
し
仕
事
が
嫌
な
ん
で
し

ょ
う
ね
。

　

わ
か
る
わ
～
と
思
う
方
も
多
い

か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

よ
し
次
に
対
策
、
ス
ト
レ
ス
解
消

法
を
探
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
ず
は
規
則
正
し
い
生
活
、
き

ち
ん
と
食
べ
て
よ
く
眠
り
ま
し
ょ

う
と
書
い
て
あ
り
ま
す
。
適
度
な

運
動
を
し
た
り
思
い
を
話
し
た
り

書
き
出
し
た
り
し
ま
し
ょ
う
と
も
。

そ
し
て
楽
し
い
気
分
転
換
も
必
要

で
し
ょ
う
。

ま
た
根
本
の
原
因
で
あ
る
ス
ト
レ

ス
の
原
因
を
特
定
し
適
切
な
対
処

法
を
見
つ
け
る
こ
と
が
大
切
で
す

と
書
い
て
あ
り
ま
し
た
。

　

な
ぬ
？　

そ
の
適
切
な
対
処
法

が
知
り
た
い
ん
や
！

　

農
作
業
や
仕
事
一
般
に
言
え
る

こ
と
は
仕
事
を
好
き
に
な
る
こ
と

で
し
ょ
う
ね
。
デ
メ
リ
ッ
ト
を
悪

い
よ
う
に
考
え
ず
に
良
い
ほ
う
に

生
か
す
。
具
体
的
に
は
、
農
作
業

は
肉
体
的
に
辛
か
っ
た
り
す
る
で

し
ょ
う
が
、
毎
日
体
を
動
か
し
て

ダ
イ
エ
ッ
ト
を
含
め
健
康
増
進
に

関
与
し
て
い
る
と
考
え
れ
ば
疲
れ

も
受
け
入
れ
ら
れ
る
の
で
は
？

お
天
気
頼
り
の
農
業
の
不
安
定
さ

も
今
ま
で
何
と
か
乗
り
越
え
ら
れ

た
自
信
を
思
い
起
こ
せ
ば
薄
ら
ぐ

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

ス
ト
レ
ス
の
原
因
が
思
い
当
た

ら
な
い
と
い
う
方
は
、
仕
事
が
き

つ
い
と
思
っ
て
は
い
け
な
い
と
か
、

こ
れ
く
ら
い
で
弱
音
を
吐
い
ち
ゃ

い
け
な
い
と
か
思
っ
て
い
ま
せ
ん

か
？　

愚
痴
っ
た
っ
て
、
ぼ
や
い

た
っ
て
い
い
ん
で
す
よ
。

ストレス

北竜町立診療所

休診日のお知らせ
４月２２日（水）は午後１時３０分より、浦本先生が深川市において
介護認定審査会に出席のため、午後より休診となります。
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北竜町教育委員会

　　　

右記ＱＲコードより

学校便りをご覧いた

だけます。

【問い合わせ先】 北竜町教育委員会 TEL:34-2553

右記ＱＲコードより、準備委員会

の様子等が掲載された「かわら版」

令和７年度第１号をご覧いただけ

ます。

■今後の主催事業

■各学校便り

■北竜町のこれからの学校づくり「かわら版」

■図書館便り

※印刷物でご覧になりたい方は教育委員会

 （℡：３４‐２５５３）までご連絡ください。

右記ＱＲコードより図書館便りを

ご覧いただけます。

真竜小学校 北竜中学校

教育委員会主催の社会教育・体育

事業は右記ＱＲコードより詳細を

ご確認いただき電話等でお申し込

み下さい。

　

　

公民館・改善センター
図書館・郷土資料館の休館日

図書館・郷土資料館の開館時間

4月 6・13・20・27日（毎週月曜日）

火～土曜日9:00～18:00／日曜日9:00～17:00

　２月２１日、今年度最後となるふれあい事業を

改善センター体育館にて行いました。

　参加した児童たちは改善センター横の雪山に設

けられた滑り台にてチューブ滑りを楽しんだ後、体

育館に戻り、推進委員さんに用意してもらったお

にぎりや豚汁をたくさん食べて最後の閉講式を行

いました。

　閉講式では今年度のふれあい事業への参加数に

応じて児童に賞状や記念品が授与され、児童代表

からは推進委員さんに１年間の感謝の言葉が述べ

られました。

　令和８年度も沢山の児童の参加をお待ちしてお

ります。

子どもと高齢者のふれあい事業
「元気に外で雪遊び・閉講式」を開催

　２月１５日に改善センター体育館にて全町女性

ミニバレーボール大会を開催しました。

　全４チームが参加し、白熱した試合が繰り広げ

られ、見事「美葉牛」が優勝を果たしました。

全町女性
ミニバレーボール大会を開催

月 日 行　　事　　名 場　 所 時 間

７日（火）北竜中学校入学式 北竜中学校 13:00～

８日（水）真竜小学校入学式 真竜小学校  9:30～

４月の生涯学習カレンダー
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く
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ち

ぼ
く
た
ち

わ
た
し
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わ
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し
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ちち

将将
来来
のの

夢夢

や
わ
ら
保
育
園
ひ
ま
わ
り
組
の
園
児

や
わ
ら
保
育
園
ひ
ま
わ
り
組
の
園
児
1313
名
に
名
に

将
来
の
夢
を
聞
き
ま
し
た
。

将
来
の
夢
を
聞
き
ま
し
た
。
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本間 渉 くん本間 渉 くん

警察官警察官

ほんまほんま わたるわたる

藤信 響清 くん藤信 響清 くん

北興建設の人北興建設の人

ふじのぶふじのぶ こうせいこうせい

谷川 陽飛 くん谷川 陽飛 くん

仮面ライダーガブ仮面ライダーガブ

たにかわ	たにかわ	はるとはると

四辻 悠季 くん四辻 悠季 くん

パパのお手つだいの人パパのお手つだいの人

よつじよつじ ゆうきゆうき

宮島 麟太郎 くん宮島 麟太郎 くん

サッカー選手サッカー選手

みやじまみやじま りんたろうりんたろう

一宮 榎那 ちゃん一宮 榎那 ちゃん

保育園の先生保育園の先生

いちみやいちみや えなえな

市場 祐至 くん市場 祐至 くん

消防士消防士

いちばいちば ゆうしゆうし

川上 旭陽 くん川上 旭陽 くん

ユーチューバーユーチューバー

かわかみかわかみ あさひあさひ

吉尾 幸泰 くん吉尾 幸泰 くん

警察官警察官

よしおよしお こうだいこうだい

武下 花 ちゃん武下 花 ちゃん

絵をかく人絵をかく人

たけしたたけした はなはな

佐々木 蓮 くん佐々木 蓮 くん

目黒蓮目黒蓮

ささきささき れんれん

星野 向日葵 ちゃん星野 向日葵 ちゃん

美容師さん美容師さん

ほしのほしの ひまわりひまわり

平林 蒼真 くん平林 蒼真 くん

お金もちとプロゲーマーお金もちとプロゲーマー

ひらばやしひらばやしそうまそうま


